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例

1.本書 は、富山市境野新、池多地内に所在する北押川 C遺跡の発掘調査報告書である。
2.調査 は、主要地方道新湊平岡線道路改築事業に伴 うもので、富山県富山土木事務所の
委託 を受 けて、 富 山市教育委員会が実施 した。 調査 の一部 は、富 山市教育委員会

(埋蔵文化財セ ンター)の 監理のもと有限会社山武考古学研究所 (所長 平岡和夫)に
委託 して実施 した。

3。 現地発掘調査期間、面積、出土品整理期間は次のとお りである。

現地発掘調査期間 平成 13年 10月 9日 ～平成 13年 12月 19日    r
発掘調査面積  3,600だ (富 山市教委分 700だ 、山武考古学研究所分2900だ )

出土品整理期間 平成 13年 10月 22日 ～平成 14年 3月 27日
平成 14年 9月 25日 ～平成 15年 3月 28日

4.調 査 は、富山市教育委員埋蔵文化財セ ンター学芸員 堀沢祐一、 (有 )山 武考古学研究
所調査研究室係長 福山俊彰が担当 した。

5.調査にあた り、文化庁、富山県教育委員会文化財課、富山県埋蔵文化財センターか ら
指導・ 助言を得た。

6。 現地発掘調査及び出土品整理 に際 しては、次の方々や関係者か らご協力いただいた。

記 して謝意を表 します。

五十嵐俊夫 (パ リノ・ サーヴェイ株式会社 )・ 鈴木徳雄 (児玉町教育委員会 )・
田辺早苗 (神林村教育委員会)・ 呉羽射水山ろく用水土地改良区
7,自 然科学分析調査 は大成エンジニア リング株式会社、パ リノ・ サーブェイ株式会社に
委託 し、その成果を本書第 V章 に掲載 した。
8.遺構番号 は、 SI:竪 穴住居、 SE:井 戸跡、 SK:土 坑、焼壁土坑 とし、記号の後
に通 し番号を付 けた。

9.出 土品及び原図・ 写真類 は、富山市教育委員会が保管 している。
10。 本書の執筆は、 I、 Ⅱ、附編 2は堀沢、Ⅲ、Ⅵは福山、Ⅳは堀沢・福山が分担 して執
筆 し、おのおのの文責 は文末 に記 した。 また、附編 1は 北押川 C遺跡周辺の土壌分析
についてパ リノ 。サーヴェイ株式会社が独 自に行 った総括的な報告を掲載 した。

目   次
I 遺跡の位置 と環境 ・……………………………………1～ 4
Ⅱ 調査 に至 る経緯 ・……………………………………・・5～ 6
Ⅲ 調査の概要 ……………………………………Ⅲ……Ⅲ…・7
Ⅳ 遺構 と遺物 …………………………………………… 8～ 26
V 自然科学分析 …………………………………………27～ 46
Ⅵ  まとめ ……………………………………………………。47～ 48

附編 1 境野新扇状地土壌層の層序 …………………49～ 60
附編 2 富山県内の縄文時代竪穴住居について ……Ⅲ61～ 71

～前期か ら中期にかけて～

写真図版 ………………………………………………………。72～ 89

報告書抄録 …………Ⅲ……………………・…………Ⅲ…………90

口



I 遺跡の位置と環境
北押川 C遺跡 は富山市境野新地内 。池多地内に所在する。市街地の南西約 7.5kmに 位置
し、遺跡の北方約 500mに は北陸自動車道が東西に走 っている。

境野新、池多両地区は、呉羽山丘陵と射水丘陵の間の婦中町平岡付近を扇頂部 とする境

野新扇状地の扇頂部付近に位置する。標高は39mを 測 る。

境野新扇状地一帯 には主 に旧石器時代、縄文時代、奈良・平安時代の遺跡が営 まれる。

旧石器時代には、境野新遺跡、向野池遺跡、平岡遺跡などで石器の出土がある。境野新

遺跡では東山型石刃技法による石器 と瀬戸内系横長剥片剥離技法による石器がとも出土 し

てお り、東西交流を示す資料 として注 目されてる 〔富山市教委2000a〕 。 また、向野池遺

跡では黒曜石製の細石刃核が採集 されている 〔富山市教委 2002d〕 。

縄文時代には前期集落である本遺跡を含め多 くの遺跡が所在する。境野新扇状地 には、

平岡遺跡 (草 創～前期 )、 北押川 。墓 ノ段遺跡 (前期末～中期前葉 )、 池多東遺跡 (中 期後

葉 )、 上堤池遺跡 (中 期後葉 )、 野下遺跡 (晩期 )、 北野遺跡 (晩期 )、 射水丘陵東部 には、

開 ヶ丘中山Ⅲ遺跡 (中期前～中葉 )、 開 ヶ丘狐谷Ⅲ遺跡 (中 期中葉 )、 開 ヶ丘狐谷 Ⅱ遺跡

(中 期後葉 )、 鏡坂 I遺跡 (中 期前葉～中葉 )、 各願寺前 (長 沢)遺跡 (中 期後葉 )、 二本榎
遺跡 (中期後葉～晩期 )、 呉羽山丘陵南部 には、古沢遺跡 (前 ～晩期 )、 杉谷遺跡 (中 期 )

などが営まれる。

草創期では、平岡遺跡で槍先形尖頭器がまとまって採集 されている。前期には同遺跡で

1000点以上の石鏃の出土があり、 1遺跡か らは県内最多の点数を誇 る。攻状耳飾が40点 以
上出土 しており、耳飾の流通を考える上で も注 目されている 〔帰中町 1996〕 。

中期になると遺跡数が増加 し、特に開 ヶ丘地区での発掘調査事例が多い。開 ヶ丘中山Ш

遺跡では、竪穴住居が 6棟 などが検出されてお り、集落内で地床炉か ら石組炉への変遷が

うかがえる貴重な遺跡である。また、落 し穴 も 2基検出されている 〔富山市教委 2002a〕 。

註)種別…散は散布地、集は集落跡、生は生産跡、城は城館の略。時代…旧は旧石器時代、縄は縄文時代、弥は弥生時代、古は古墳時代、奈は奈良時
代、平は平安時代、中は中世、近は近世の略。
表 1 主な周辺の遺跡一覧 (番号は第 1図 と対応する。)

遺 跡 名 種 別 時 代 遺 跡 名 種 別 時 代 潰 航 名 時 代

|ヒ 1甲川C 集 生 霊(前 ) 幻ヶ丘雨 散 密・平 ヒンガリ山窯 塞 爬鳥

2 と多東 集・生 日・縄 (中 )奈 平 三熊東 激 冬 平 t土 生 散 日 縄・奈 平

3 言野新商 Ⅱ 集・生 電。奈 平 野下 集 日稀亀(中 晩)奈・平 |ヒ里帝 日縄(晩 )・ 古・奈・平 中 近

北押川B 集・生 (中 )奈 平 中・近 平 岡 敵 日 監亀(前 )・ 奈・平 雪金屋 集 窯 電・委・平

司野池 集・生 日・縄 (早・前 )。 奈・平 中 近 卜長沢古墳群 古墳 ζ E金屋窯 窯

6 貧野新南 m 散 平岡窯 窯・散 電・飛鳥 ,奈 二番金草ハ 生 舒 平

寛意新 集 日・縄 (中 )古・奈 平 二本榎 散 二番金草B 生 日 弥 奈 平

8 彰谷67 集 日・絹 (前～晩 )・ 奈 平 折町 エ 集 憾 奈・平・中 近 ξ沢窯 窯 電(前)奈
9 】ヒ押川・墓ノ段 集 ,生 日 帝電(前 中)吉・奈・平 中 チ町大塚古塔 古嬉 下堤B 集 散 毘 奈・平

卸坊山 集・生 冬 平 二塚吉墳 古墳
=(前

) 子沢 集 生 日 監電(前～晩)案 平
L堤池 集 思中 )・ 奈・平・中 ζ願寺前 集 散 邑(中 )・ 奈・平 中 近 守刃RA 集・窯 旧 '縄 (前～晩)弥 古・奈・平
げメ山 散 電(晩 )・ 奈・平 守里保育所前 散 邑(中 ) 72 ζttRB 墓地 島(後 晩 )

,3 幻ヶ丘中山窯 窒
＾
賽・平 功使塚古塔 古墳 j(前 ) 子沢東 集 散 健(後)奈 平。中

」六藤ノ木 散 電,奈・平 代治苗塚 ホ(末 ) ζ羽山丘陵古塔甜 古 古 (前～後 )
婦ヶ丘四方ノ池 窯 千坊山 集 散 日・監電弥 奈・平・中。近 房谷南 集・生 縄・白鳳・奈・近

婦ヶ丘中山Ⅲ 集 電(中)奈・平 爵坂 I 集 尾(中 ) Ⅲ老田C 縄(中 )。 奈 平・中・近

漏ヶ丘中山V 生 離 奈 室花寺 集 ヌ越大沢 生 奈・平

婦ヶ丘西 散 島・奈・平 シ6 集 縄(中 ) 家越A 生 弥 奈

陽ヶ丘中山 I 散 罵 夕谷 A 墓 縄 奈・平 中・近 長野 集 生 1日 縄・奈

詞ヶ丘ヤンキタ 集・窯 ・平 杉谷古墳群 古増 派(末)古(前 ) 東山 コ 生 激 監電古・奈

詞ケ丘中山V 集・生 友坂 集・城 4電 平・中 土代A 生 散 旧輔電・奈・平

開ケ丘中 集・生 旧 帝電(後)奈・平 7k木谷 I 集 奈・平 太閤山ランド26 生 ,散 十日・縄 奈 平

調ヶ丘中山Ⅱ 散 縄 奈 平 山本乾丸 Ⅱ 生 奈・平 草山A 生・散 不明

詞ケ丘狐谷皿 集 4電 (中 )。奈 平 山本乾丸 I 生 奈 平 草山B 生 散 十日 縄 奈 平

調ヶ丘 狐 谷 Ⅱ 集 縄 (中 )・ 奈 平 山本乾丸Ⅲ 窯 奈 平 き古池 生 奏 平

卸坊山南 散 奈・平 山本藤ノ木窯 空
一
奈 平 生・散 百代

開ヶ丘狐会 集 4亀 (前 中)・奈 平 山本太平窯 生 賽・平 石太郎A 散

詞ヶ丘東 】 散 4亀 奈・平 三熊北皿 生 奈。平 百太郎日 生 吉代

開ヶ丘東 コ 散 縄 奈・平 三熊北 I 生 奏・平 石太郎C 生 散 ,日 奈

平岡神明社裏 窯 表・平 窯
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第 1図 遺跡の位置 (■ )と周辺の遺跡 (0)



落 し穴 は開 ヶ丘狐谷 Ⅱ遺跡 〔富山市教委 1987〕 や開 ヶ丘中遺跡 〔富山市教委 2002b〕 で

も 1基づつ検出されている。開 ヶ丘狐谷Ⅲ遺跡では、竪穴住居群 (10棟 )や立石が検出さ
れている 〔富山市教委 1988〕 。上堤池遺跡では、竪穴住居が 1棟検出されている 〔富山市

教委 1973〕 。鏡坂 I遺 跡では、竪穴住居 3棟 や大量 に廃棄 された土器、土偶、耳飾などが

出上 している。 また石錘が568点 出土 してお り、石器出土点数の66%を 占めている 〔婦中
町教委 2000〕 。

後期では、二本榎遺跡があり、石鏃736点 が出土 している。前期の平岡遺跡 ともに拠点

的集落で狩猟セ ンターとなる遺跡 と考え られている 〔婦中町 1996〕 。

晩期では、野下遺跡で直線状に並ぶ ピットが 9基 検出され、落 とし穴 と考え られている

〔富山市教委 1985、 稲田 1993〕 。古沢A遺跡 〔富山市教委 1983〕 や北野遺跡 〔小杉町教委 1987〕

では縄文時代の掘立柱建物跡 と考え られる柱列が検出されている。

弥生～古墳時代では呉羽山丘陵南西端や射水丘陵東部に墓域が形成 される。東方約 l km

には杉谷古墳群があり、 4号墳 は四隅突出墳で出雲地域 との深いつなが りを示す資料であ

る 〔富山市教委 1984〕 。四隅突出墳 は六治古塚、鏡坂墳墓群、富崎墳墓群で も確認 されて

いる 〔富山考古学会 1999〕 。

また、古墳時代前期には、王塚古墳 (3世紀末葉～ 4世紀初頭)や 勅使塚古墳 (5世紀
中ごろ)な どの前方後方墳が築かれている。形態が畿内王墓の縮小版を成す という考察が
あり、築造には畿内の政権が強 く関係すると推定 されている 〔富山大学 1990〕 。

奈良～平安時代には、呉羽山丘陵や射水丘陵に須恵器窯 。瓦窯 。炭窯・製鉄炉などが築

かれ一大生産地帯 となる。本遺跡周辺には、北押川 1号窯、北押川・墓 ノ段窯 (8世紀中
頃 )、 開 ヶ丘狐谷窯、開 ヶ丘四方 ノ池窯、平岡窯 (7世紀後半 )、 平岡神明社裏窯などの須
恵器窯がある。 また、北東 2.5kmの 古沢地区には、古沢窯 (8世紀中頃 )、 西金屋窯 (8世
紀後半 )な どが築かれる。 さらに、北方 2.lkmの 栃谷地区には栃谷南遺跡があ り、 8世 紀
前半の瓦陶兼業窯が 2基見つか ってお り、軒丸瓦や須恵器などが大量に出土 している。軒

丸瓦の供給先が注 目されている。その他に「対葉花文」 と呼ばれる琥珀製透彫 り品や鐘状

銅製品 といった仏教遺物 も出土 している 〔富山市教委 2002〕 。

炭窯は、遺跡周辺には、御坊山遺跡 (8世紀後半～ 9世紀前半 )〔富山市教委2002c〕 。

開 ヶ丘中山 V遺跡 (8世紀後半 )〔富山市教委 2002a〕 。開 ヶ丘中山 I遺跡 (8世紀後半 )
〔富山市教委 2002b〕 などが構築 される。 また、北方 3.lkmに は中老田 C遺跡 〔富山市教委 20
00b〕 もあり、その周辺の椎土遺跡・塚越 A遺跡 。表野遺跡 。東山Ⅱ遺跡・土代 A遺跡・
草山 B遺跡・ 石太郎 C遺跡では製鉄関連遺構 (炭 窯 と製鉄炉 )が 検出されている 〔小杉町教
委 1988〕 。 さかんに鉄生産が行われていたことを示 している。

向野池遺跡では、土師器焼成遺構や井戸、掘立柱建物が検出されている。井戸の中に土

師質瓦塔の軸部 と屋蓋部が廃棄 されてお り、井戸祭祀に伴 うものと考え られている 〔富山

市教委 2002d〕 。

集落遺跡では、開 ヶ丘中遺跡があり、掘立柱建物・竪穴住居・礎石建物・土師器焼成遺構

が検出されている。礎石建物 は仏堂 (小 規模な山寺 )と 推定 されている。瓦塔・ 漆紙 といっ

た貴重な資料 も出土 している 〔富山市教委 2002b〕 。 出土 した瓦塔が、向野池遺跡 と同形

式であることか ら、両遺跡の関係が注 目されている。            (堀 沢 )
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Ⅱ 調査に至る経緯
平成 6年度に、富山西インターチェンジ建設の計画を明 らかになって以後、インターチェ

ンジに接続する県道新湊平岡線の新設、市道杉谷平岡線拡幅、側道新設、企業団地造成な

どの周辺開発計画が浮上 した。

本調査にかかる県道新湊平岡線 について、北押川 C遺跡が所在 していたため平成 7年度

に3,073rを 対象 として試掘確認調査を実施 した。経費 は富山市 (商工労働部企業立地推

進室)が負担 した。調査の結果 12,000だ に埋蔵文化財の所在を確認 し、 この うち県道工事

には係 る3,650だ の発掘調査を行 うことが必要 となった。 (第 3図 )

発掘調査 は平成 13年度に実施 し、経費は工事施工を担当する富山県土木部で負担 した。

(堀 沢 )

遺跡名 調査年度 調査面積 発掘調査結果 工事内容

向野池遺跡 平成12年

145だ 平安時代の集落跡

ICラ ンプ 。料金所 。IC側道
1,290だ

平安時代の生産跡・

集落跡

境野新遺跡 平成12年 50rド 旧石器時代の遺物包含地 IC側道 (市道)

境野新南Ⅱ遺跡 平成13年 532rぜ 奈良・平安時代の生産跡 市道杉谷平岡線拡幅

北押川 C遺跡 平成13年 3,6001だ 縄文時代前期の集落跡 県道新湊平岡線新設

池多東遺跡 平成13年 220∬
縄文時代中期の集落跡

奈良・平安時代の生産跡
周辺開発

御坊山遺跡 平成13年 322rぜ
奈良 。平安時代の生産跡

集落跡
ふるさと農道整備

表 2 富山西インターチェンジおよび呉羽南部地区周辺開発地内埋蔵文化財発掘調査結果
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Ⅲ 調査の概要
1.調 査の方法
調査 は、調査範囲・ 残土置場を確認 した後、重機による表土除去作業・ 残土搬出を行い、

その後人力による全体清掃・ 精査 。遺構確認作業を行 った。

遺構の掘 り下げは、土坑・井戸跡・ 竪穴住居跡は判割 もしくは十字に土層観察用ベル ト

を残 して掘 り下げ、土層断面を記録 した後に完掘 した。竪穴住居跡の覆土については全て

洗浄・ フルイ掛 け作業を行い炭化材・剥片等を抽出 し、土層観察用ベル トの一部をサ ンプ

ルとして採取位置を明記 した土嚢袋に保管 した。

基本堆積土層 は調査区東側の 2ヶ 所で掘 り下 げ調査を行い、テフラ・鉱物分析を目的 と

してサ ンプ リングも実施 した。調査区内には公共座標 による10m× 10mの グ リッドとBM
を設置 し、調査の規準 とした。

写真撮影 は白黒・ カラー35mm、 白黒・ カラー 6× 7判 の 4台 を使用 し、調査の各段階

を記録 した。図面 は遺構断面 。平面図、基本堆積土層図、風倒木痕平面図を1/20縮 尺、遺

構確認図を1/200縮 尺、全体測量図は1/100及 び1/200縮 尺で作成 した。

2.基本堆積土層 (第 4図 )
遺跡の基本堆積土層については、調査区中央部東側の 2ヶ 所 (基本堆積土層 1・ 2)で
人力による掘 り下げ調査を実施 し、観察・記録を行 った。更に、テフラ・ 鉱物分析を目的

とする土層サ ンプ リングを基本堆積土層 2で実施 している。

第 4図 は基本堆積土層図である。第 I層 は黒色の耕作土層、第 Ⅱ層 は極少量の遺物を包

含する褐色土層、第Ⅲ層 は黄褐色を呈する火山灰層、第Ⅳ層は黄褐色の粘性土層、第 V層

は砂粒を含む黄灰色の粘土層、第Ⅵ層 は黄灰色の砂礫層 (湧 水層)に なり、各遺構は第Ⅲ

層の上面で明確に確認 される。第Ⅵ層の礫 はいずれ も河川堆積による円礫で、古河川によ

る扇状地形を明確に示す ものと捉え られる。

(福 山)

基本土層 1 基本土層 2

L=3800m

L=3750m

L‐ 3700m

L=3650m

L‐ 3850m

L=3800m

L=3750m

L=3700m

基本土層
I黒色土 表土・ 耕作土
I褐色土
皿 黄褐色土

V黄 褐色粘質土 締まり強
V黄灰色粘土 砂粒含む
Ⅵ 責灰色砂礫土 円礫を多く含む

第 4図 基本土層図 (1/40)土層位置は第6図に対応
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Ⅳ 遺構と遺物
1,遺  構
(1)縄文時代
縄文時代の遺構 は竪穴住居跡 1棟 と土坑 1基 を検出 した。
竪穴住居跡

S101(第 7図、図版 4・ 7)調 査区北側の中央部 に位置する。平面形 は北西 一南東
方向に長軸を持つ不整楕円形、断面形は浅い皿状を呈 し、覆土 は褐色上の単層で少量の炭

化粒を含んでいる。現状か ら推定 される規模 は長軸 6.60m、 短軸 5,20五、深 さは20cm前後を

測 り、北西側 は本遺構より新 しいSE07・ SK20と 重複 し、東側 は風倒木痕により撹乱をうけ
ている。 また、北側の立ち上が りは不明瞭である。床面 は非常に軟弱で、硬化面などの明

瞭な痕跡 は確認 されず、炉跡 も検出されなか った。柱穴は不規則で不明確なものが壁際か

ら検出されている。

床面精査の段階で南東壁際か ら検出された土坑 は、平面形が隅丸方形、断面形 は鍋底状

を呈 し、規模 は長軸 93cm、 短軸 92cm、 深 さは36cmを 測 る。覆土 は少量の炭化材を含む黒色

上の単層であった。貯蔵穴 と考え られる。

なお、張 り出 し状を呈する北西部分 は、当初 SK19と して調査を行 ったが、遺物の広が

りか ら本住居の一部 と推定される。やや張 り出 していることと貯蔵穴 と考え られる土坑の

反対側に位置 していることか ら、出入 り口部の可能性 も考え られる。

遺物 は、住居南東部を中心に多量の土器片 と自然礫が出土 し、他に少量の石器・剥片・

被熱礫等が出土 した。大半が覆土中に浮いて出上 してお り、住居廃絶後 に廃棄 された可能

性が高い。 また、土坑北 東壁際か ら人頭大の礫 2点 と磨製石斧・土器片が出土 している。
土器 は羽状縄文 もしくは斜縄文のみ施文 される胴部の細片が大半を占め、前期後葉～末

葉 と考え られる。石器類には磨製石斧・ 磨石・ 石鏃 もしくは石槍先端部 。ノッチを持つ剥

片石器がある。覆土に混入 していた自然礫・被熱礫の石材 は花南岩 。安山岩・流紋岩・ 石

英斑岩 。砂岩・ 脈石英等の円礫、剥片の石材 は鉄石英・珪質頁岩・ チャー ト・ 流紋岩等が

ある。

土 坑
SK27(第 7図、図版 8)調 査区ほぼ中央 に位置す る。平面形 は楕円形、断面形 は皿
状を呈 し、長軸 135cm、 短軸 106cm、 深さ18cmを 測 る。覆土 は黒褐色上で 2層 に分 けられる。
遺物 は縄文前期末葉土器、 自然礫が壁際か ら出土 し、覆土中か らも縄文前期末葉土器片が

出土 した。                               (福 山 )

(2)古代
古代の所産 と思われる遺構 は焼壁土坑 12基、土坑 10基、井戸跡 7基 を検出 した。
焼壁土坑 。土坑

焼壁土坑を含む土坑は、調査区全域に散在する状況で検出された。土坑 としたものの内、

SK21・ 25は 底面 に炭化材が散在 してお り、焼壁土坑の底面のみ残存 した可能性がある。尚、

SK03・ 09019026は 欠番 とした。

SK01(第 8図 、図版 5)直 径 120cm、 深 さ15～ 20c14を 測 り、平面形 はほぼ円形、断
面形は逆台形状を呈 している。 ほぼ壁全体 と床面の北部分に焼土がみ られる。覆土 は黒褐

色土が主体で炭化物、焼土、淡黄色粒子を含むと含まない層に分けられる。遺物は炭化物
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が出土 した。

SK02(第 8図 、図版 5)土 坑の底部のみ検出。長軸 82cna、 短軸 71cm、 深 さ5cmを 測
る。平面形 は不明。床の西半分に焼土がみ られる。覆土 は炭化物 と焼土を含む黒褐色土で

ある。遺物は炭化物が出土 した。

SK04(第 8図、図版 5)長軸 80cm、 短軸 74cnl、 深 さ10～ 15cmを 測 り、平面形 Iよ ほぼ
長円形、断面形は逆台形状を呈する。北東、東、西壁部分に焼土がみ られる。覆土 は炭化

物を含む黒褐色土 と淡黄色粒子を含む黒褐色土 に分 けられる。遺物 は炭化物が出上 した。

SK05(第 8図 、図版 6)直 径 103clu、 深さ 10cnlを 測 り、平面形 はほぼ円形、断面形
は皿状を呈する。南西壁 と床面の西部分 と北東部に焼土がみ られると覆土 は炭化物、焼土、

淡黄色粒子を含む黒褐色土が主体である。遺物 は炭化物が出土 した。

SK06(第 8図、図版 6)長軸 134c14、 短軸 121cl■、深 さ15cmを 測 り、平面形 は長円形、
断面形 は逆台形状を呈する。北壁 と南壁、床面 は南部分の一部に焼上がみ られる。遺物 は

炭化物が出土 した。

SK07(第 8図、図版 6)長軸 129cm、 短軸 115cm、 深さ24cmを 測 り、平面形 は長円形、
断面形 は逆台形状を呈す る。北壁 と南東壁の一部 と床面のほぼ中央部 に焼上がみ られる。

覆土 は黒褐色土が主体で炭化物を少量含む層、多量の炭化物 と焼土を含む層、灰黄褐色土

と淡黄色土を含む層に大 きく分けられる。遺物 は炭化物が出上 した。

SK08(第 8図 、図版 6)直 径 124cnl、 深 さ30cmを 測 り、平面形 はほぼ円形、断面形
は逆台形状を呈する。壁のほぼ全面に焼土がみ られる。覆土 は黒褐色土が主体で少量の炭

化物 と焼土を含む層 と炭化物 と焼土を含む層、それに淡黄色粒子を含む層に分 けられる。

遺物 は炭化物が出土 した。 (堀 沢 )

SK10(第 9図、図版 8)長 軸 112clo、 短軸 107cm、 深 さ28cmを 測 り、平面形 はほぼ円
形、断面形は崩れた逆凸状を呈 し、底面 は凹凸が目立つ。覆土 は炭化粒を多量に含む黒色

土 と暗褐色土の 2層 に分けられる。遺物 は出土 していない。

SKll(第 9図 、図版 8)長軸 110clll、 短軸 106cm、 深さ20cnを 測 り、平面形 はほぼ円
形、断面形 は皿状を呈 し、底面 は凹凸が目立つ。覆土 は炭化粒を多量 に含む黒色土 と暗褐

色土の 2層 に分 けられる。遺物は焼土塊が出土 した。

SK12(第 9図、図版 8)長軸 85cal、 短軸 84clll、 深さ24clllを 測 り、平面形 はほぼ円形、
断面形 は崩れた逆凸状を呈 し、底面 は凹凸が目立つ。覆土 は炭化粒を多量 に含む黒色土 と

暗褐色上の 2層 に分けられる。遺物は出上 していない。

SK13(第 9図、図版 8)長 軸 138cl■、短軸 125clll、 深 さ30clllを 測 り、平面形 はほぼ円
形、断面形 は崩れた逆凸状を呈する。南壁部分に焼土が観察 され、焼壁土坑 と考えられる。

覆土 は炭化粒を多量に含む黒色土の単層。遺物は流れ込みと思われる縄文土器細片 と炭化

物が出上 した。

SK14(第 9図 、図版 8)長軸 146cln、 短軸 128cm、 深 さ20cmを 測 り、平面形 はほぼ円
形、断面形 は皿状を呈する。壁全面に焼上が観察される焼壁土坑であるが、中央部 は木根

で壊 されている。覆土 は炭化粒を多量 に含む黒色土の単層。遺物 は流れ込みと思われる縄

文土器細片が出土 した。

SK15(第 9図 、図版 9)長軸 150cln、 短軸 140cm、 深 さ23cmを 測 り、平面形 は隅丸方
形気味の円形、断面形は皿状を呈する。壁全面に焼土が観察 される焼壁土坑で、西側に炭

化物が散在 していた。覆土 は炭化粒を多量に含む黒色上の単層。炭化物以外の遺物 は出土
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していない。

SK16(第 10図 、図版 9)長軸 115cm、 短軸 105cal、 深 さ14cmを 測 り、平面形 はほぼ円
形、断面形 は皿状を呈する。壁全面 に焼土が観察 される焼壁土坑で、壁際に炭化物が散在

していた。覆土は炭化粒を多量に含む黒色上の単層。炭化物以外の遺物は出土 していない。

SK17(第 10図、図版 9)長軸 132cln、 短軸 118cm、 深 さ22cmを 測 り、平面形 は略円形、
断面形 は皿状を呈す る。壁 ほぼ全面 に焼上が観察 される焼壁土坑で、覆土 は炭化粒を多量

に含む黒色土で、底面直上に炭化粒・炭化材を主体 とする層が存在 していた。炭化物以外

の遺物 は出土 していない。

SK18(第 10図、図版 9)長軸 128cm、 短軸 108cln、 深さ25clllを 測 り、平面形 は惰円形、
断面形は中央部が僅かに盛 り上がる鍋底状を呈する。覆土 は炭化粒を多量に含む黒色土 と

黒褐色上の 2層 に分 けられる。遺物 はかなり浮いた状態で縄文土器細片・被熱礫等が出土
したが、伴 う状況ではな く、流れ込みと判断 した。

SK20(第 12図、図版 9)長軸 106cnl、 深 さ9cmを 測 り、 SE07・ S101と 重複す る為、平面
形 は不明瞭であるが円形基調、断面形は皿状を呈する。覆土 は炭化粒を多量 に含む黒色土

と黒褐色上の 2層 に分 けられる。遺物は流れ込みと思われる縄文土器細片 と自然礫・剥片
が出土 した。

SK21(第 10図 、図版 10)長 軸 108cm、 短軸 96clll、 深 さ 6 cmを 測 り、平面形 は隅丸方
形、断面形 は皿状を呈する。少量の炭化材が検出されているが、焼土は確認 されなかった。

覆土は炭化粒を多量 に含む黒色土 と黒褐色土の 2層 に分 けられる。遺物 は少量の炭化物が

出土 した。

SK22(第 10図 、図版 10)長軸 101cm、 短軸 97cm、 深さ27calを 測 り、平面形 は円形、断
面形は逆凸状を呈するも覆土は炭化粒を多量に含む黒色土 と黒褐色土の 2層 に分けられる。

遺物 は出土 していない。

SK23(第 10図、図版 10)長軸 100cl■、短軸 90cm、 深 さ80cmを 測 り、平面形 は円形、断
面形 は橋鉢鍋状を呈 し、底面 は凹凸がある。覆土 は炭化粒 。焼土粒を含む黒色土 と黒褐色

上で 5層 に分けられる。遺物は出土 していない。
SK24(第 ■図、図版 10)長 軸 100c14、 短軸 94cm、 深さ12cmを 測 り、平面形 は円形、断
面形は皿状を呈する。覆土 は黒褐色土の単層。遺物 は出土 していない。

SK25(第 11図 、図版 10)長 軸 135cln、 深 さ13cmを 測 り、木根 により大半が壊 されて
いるが、平面形は円形基調、断面形は皿状を呈する。覆土 は炭化粒を多量に含む黒色上の

単層。遺物 は少量の炭化物が出土 した。 (福 山 )

井戸跡

井戸跡は調査区北側に 野基が東西方向に並んで検出された。平面形は長軸方向が北北西―

南南東方向を指向す る楕円形～隅丸方形、断面形 は筒形を呈 し、 SE02・ 06は 基底面 に水溜

め状の掘 り込みを有 している。いずれ も掘 り込みは湧水層の第Ⅵ層まで達 し、調査段階で

もかなりの湧水があった。

SE01(第 11図 、図版 10)長軸 116c14、 短軸 98cnl、 深 さ115c14を 測 り、平面形 は上面楕
円形、下面隅丸方形、断面形 は筒形を呈する。覆土 は炭化物を含む黒色土で 3層 に分けら

れる。遺物 は出土 していない。

SE02(第 11図 、図版 10)長 軸 160cm、 短軸 95cm、 深 さ105cnlを 測 り、平面形 は上面長
楕円形、下面隅丸方形、断面形 は筒形を呈 し、底面に長径 80cm、 短径 65clllを 測 る不整楕円
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形の掘 り込みを有 している。覆土 は炭化物を含む黒色土 と黒褐色土で 5層 に分 けられる。

遺物 は底面やや上位か ら自然礫 2点 が出土 した。

SE03(第 11図 、図版 11)長 軸 128cm、 短軸 122cm、 深 さ95cmを 測 り、平面形 は上面 ほ

ぼ円形、下面隅丸方形、断面形 は筒形を呈する。覆土 は炭化物を含む黒色土 と黒褐色土で

4層 に分 けられる。遺物 は流れ込みと思われる縄文土器細片が出土 した。

SE04(第 12図、図版 11)長軸 130cm、 短軸 95cm、 深 さ94cmを 測 り、平面形 は上面隅丸

方形、下面隅丸方形、断面形 は筒形を呈する。覆土 は炭化物を含む黒色土 と黒褐色土で 5

層に分 けられる。遺物 は少量の炭化物が出土 した。

SE05(第 12図 、図版 11)長 軸 115cm、 短軸 93cm、 深 さ110cmど測 り、平面形 は上面楕

円形、下面隅丸方形、断面形 は筒形を呈す る。覆土は炭化物を含む黒色土で 4層 に分 けら

れる。遺物 は少量の炭化物が出上 した。

SE06(第 12図 、図版 8)長 軸 105cm、 短軸 80cm、 深 さ96cmを 測 り、平面形 は上面歪
んだ隅丸方形、下面隅丸方形、断面形 は膨 らむ筒形を呈 し、底面に長径 60cm、 短径44cmを

測 る楕 円形の掘 り込みを有 している。覆土 は黒色土 と黒褐色土で 5層 に分 けられる。遺物

は出土 していない。

SE07(第 12図 、図版 11)長軸 98cm、 短軸 80cm、 深 さ90cmを 測 り、平面形 は上面隅丸

方形、下面隅丸方形、断面形 は筒形を呈す る。 SK20・ S101と 重複 し、本跡が新 しい。覆土

は炭化物を含む黒色土 と黒褐色土で 6層 に分 けられる。遺物 は少量の炭化物が出土 した。

(福 山)

十

第 5図  SE01～ 07配列状況図 (1/200)
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3 黒色土 黄褐色粒・ 炭化物少量含む 締まり。粘性強
4 黒褐色土 黄褐色粒・ 炭化物少量含む 締まり・粘性強
5 黒褐色土 責褐色プロック・炭化物多量に含む 締まり・ 粘性強
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3 黒褐色上 責褐色粒・ プロック多量に含む崩落士 締まり。粘性弱
4 黒色上 責褐色粒・ プロック少畳含む 締まり。粘性強
5,黒色土 責褐色粒 。プロック少量含む 締まり・ 粘性強
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1 黒褐色土 責褐色粒・ プロック多量に含む 炭化物少量含む 締まり。粘性強    1 

暗褐色土 責褐色粒多量に含む 締まり。粘性弱

2 黒色土 黄褐色粒多量に含む 軽石少量含む 締まり。粘性強
3 黒褐色土 黄褐色粒多量に含む 黄褐色プロック少量含む 炭化物微量含む 締まり・ 粘性強
4 黒色土 黄褐色粒 ,プ ロック多量に含む 締まり。粘性弱
5 黒褐色土 黄褐色粒多量に含む 炭化物少量含む 締まり。粘性強             0
6 黒色土 黄褐色粒・炭化物多量に含む 締まり。粘性弱
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2.黒色土 黄褐色粒多量に含む 炭化物微量含む 締まり。粘性強
3 黒色土 黄褐色粒少量含む 炭化物多量に含む 締まり・ 粘性強
4 黒色土 黄掲色粒多量に含む 炭化物微量含む 締まり・ 粘性強
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(3)遺 物
遺物 はS101及 びSK27よ り縄文土器片を主体 として少量の石器が出土 し、他 に遺構外出土

遺物 として少量の縄文土器片 と石器が出上 している。掲載可能な遺物を抽出 して 70点 を図

示 した。

S101出 土遺物 (第 13・ 14図、図版 9・ 10)
本住居跡か らは縄文土器細片が多量 に出土 しているが、いずれ も磨耗が著 しく、又、胴

部破片が大半を占める。前期後葉の蜆ケ森式、福浦上層式の範疇で捉え られ、朝 日下層式

のものも存在 していると考え られる。

1は 口唇直下 まで羽状縄文、 2～ 5は単節縄文 (2が LR、 3～ 5が RL。 )が施文 さ

れる口縁部片で、 1～ 3に は口唇部にも縄文が施文 されている。 4は波状口縁で口唇部は

面取 りされている。 6は 内屈する口縁の破片で、縦位集合沈線の下に横位の半隆線文が 2

条引かれ、胴部は縦位の撚糸文が施文されるもので、時期的にやや下る可能性がある。 7・

8は 沈線のみ施文される口縁部付近の破片で、 8は赤彩が見 られる。 9～ 34は 縄文のみ施

文される胴部の破片である。 9～ 25は いずれ も羽状縄文が施文 される胴部の破片で、 25は

底部 との接合面で剥がれている。 26～ 30は 単節縄文 RL、 31～ 33は 単節縄文 LR、 34は 無

節縄文 Lが施文 されている。 35～ 89は 底部で、 35は 脚台状を呈 し、 88は 僅かに縄文施文が

見 られる。40は 流紋岩の石槍 もしくは石鏃の先端部、41は鉄石英の剥片石器で両側縁にノッ

チを有す るものである。長 さ3.7cm、 幅 2.4cm、 厚 さ0.7cm、 重 さ 5。 lgを 測 る。 42は 流紋岩の

磨石で側面 。下面 に磨痕が見 られる。長 さ8.3cm、 幅 7.4cm、 厚 さ5,2cm、 重 さ503.4gを 測 る。

43～ 45は 定角式磨製石斧である。石材はいずれ も蛇紋岩、 43は ほぼ完形で長 さ 11.Ocm、 幅 5。

Ocm、 厚 さ2.4cln、 重 さ212.4gを 測 る。 44は 現存長 8,7cm、 幅 4.8clll、 厚 さ2.4cm、 重 さ182.9g

を測 り、欠損 した基部側に磨痕が見 られる。 45は 現存長 9,Oc14、 幅 4.6cm、 厚 さ2.5cm、 重 さ1

51.7gを 測 り、風化が著 しい。

SK27出 土遺物 (第 15図、図版 11)
出上 した遺物は縄文土器のみである。斜縄文地に粘土紐の貼 り付けが見 られることか ら、

前期後葉 と考え られ、時期的にS101よ りやや後出的な様相を呈 している。

46は 図上復元の深鉢で、底部か ら円筒状に立ち上が り、口縁部で大 きく開き、口唇部 は

内屈する。地文 は斜縄文を全面 に施文 し、細い粘土紐が縦位に貼 り付 けられているが、剥

落が著 しい。 47・ 48は 外傾す る口縁部で斜縄文 (LR)地 に波状の粘土紐が横位 に貼 り付 け

られる。 49～ 55は 同一個体の胴部片で、羽状縄文が施文 されている。

遺構外出土遺物 (第 15図、図版 11)

遺構外遺物 として土器片 11点 と石器 3点 を図示 した。土器片 はS101・ SK27と 同時期の前

期後葉～末葉 と考え られる。

土 器
56は 内屈す る口縁部の小破片でボタン状の突起が付 されている。 57は 横位 に半隆起線が

施 される。 58～ 60は 縦位の撚糸文が施文 される類である。 61は 斜縄文 (RL)地 に縦位の

結節浮文が加え られている。 62は 不明瞭だか弧状の沈線が引かれている。 63は 器厚が厚 く、

縦位の沈線が引かれている。 64～ 66は 斜縄文 (64・ 65は LR。 66は RL。 )の み施文 される

L_
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胴部片である。 67は 底部で斜縄文 (LR)地 に密な粘土紐が縦位に貼 り付 けられる。

石 器
68は ほぼ完形の石槍で現存長 6.lcll、 幅 1.7cm、 厚 さ0.6cm、 重 さ4.3gを 測 り、調整 は側縁

部のみに施 されている。石材 は珪質頁岩。 69は 石鏃で風化が著 しく、調整 は不明。長 さ

3。 lcm、 幅 1.9cm、 厚 さ0.5cm、 重 さ1.5gを 測 る。石材 は凝灰岩。 70は 定角式磨製石斧の基部

で石材 は曹長岩である。 (福 山)

―-23-―



羽 可
2

喫尊攀♂
ア

9

１０

12

19

β
‐ｌ
μ
」

第13図  S101出

一
４

一

―Ｉ

Ｗ

円
Ｈ
日
――綾
Ⅷ

＞
０
０／物

Ｒ）　
と遅

げ
　
２
　
　
土

沖

〃

μ



ｒ

２９

‰

27

注

３‐

２６

／

３０

 ` イ1襲
6

＼  1薯
37

33

△
35

0    土器スケール

38

Ｒ
悧
即

闊
―――Ｉ
Ｖ

一

Ｒ
Ⅷ

綸
帥
朝
Ｖ

一

〆
Ⅷ
一

①

第14図  S101出 土遺物 2(土器は 1/3・ 石器は2/3)

―-25-―



が

５７

１

６２

58

♭岬
63

け蓼″
66

塾
67

0    
土器スケール

     10cm

―∞ 一

`と

:キ鰯
〇

6

6 68

。遺構外出土遺物 (56～70)(土器は 1/3・ 石器は2/3)

杓

‐ ―

肝

η

５‐

序

５０

　

　

　

　

　

ｂ

第15図  SK27(46～ 55)

-26-



V 北押川C遺跡の自然科学分析
1.焼壁土坑出土炭化材の分析

大成エンジエア リング株式会社

(1)は じめに
北押川 C遺跡は、富山市街地の南西側に広がる呉羽丘陵 と射水丘陵に挟まれた地域 にあ

る扇状地 (境野新扇状地)上 に立地する遺跡である。今回の調査では縄文時代前期の竪穴

住居、土坑、古代の焼壁土坑、土坑、井戸跡が検出された。

分析の対象 とす る焼壁土坑 は12基確認 された。 これ らは直径が lm前後の楕円形～円形
で、それぞれの上坑に切 り合い関係 はなかった。 ここでは12基 のうち 7基 の遺構覆土を対

象に C14年代測定、土壌試料の洗い出 し。分類、同定 。統計・解析、炭化材同定を行い、

遺構の年代観や当時の植物利用に関す る情報を得 る。

(2)C14年代測定
①試料

試料 は、送付試料の中か ら、試料 の状態の良い試料 を各遺構 (SK01～ 02,04～ 08)か ら

2点 ずつ選択 した。いずれの試料 も土壌の中に炭化材が散在 している状態であったため、

試料中か ら炭化材のみを抽出 し、分析用試料 とした。分析に用いた分量を表 3に 示すが、

重量 はやや湿 った状態で計測 したものである。

②方法

いずれ も微細な炭化材であることか ら、 AMS法 にて測定 した。分析 は (株 )加速器分

析研究所 に依頼 した。なお、放射性炭素の半減期 はLIBBYの 5,570年 を使用 し、年代 は1950

年か らの年数で表 した。

③結果

結果を表 3に 示す。年代値 はいずれ も約1200～ 1300年 前 の値 に集中 してお り、全体的に

値がそろっている。

④考察

今回の結果をみると、値が約 1200～ 1300年 前 に集中 している。焼壁土坑 は、周辺 に分布

する境野新南 Ⅱ遺跡、池多東遺跡で も検出されてお り、 これ らの遺跡で も覆土中の炭化材

で年代測定が行われている。 これ らの結果では、境野新南 Ⅱ遺跡では1300BP(補 正年代 1

290B P)、 1300BP(補 正年代 1280 B P)、 1860BP(補 正年代 1350 B P)を 示 し、池多東遺跡

では1300BP(補 正年代 1240BP)を 示す。今回の結果 も含 め 7世 紀後半～ 8世紀 にあたる

ことか ら、周辺ではこの時期に集中 して焼壁土坑が構築 されていたことになる。

試料名 番号 採集日 重量
年代値
(同位体補正 )

年代値
(未補正 )

δ
13c Code No.

SK01カ是 1 01/11/09 0.9 1350三L30 BP 1370=上 30 BP -26.08三上0.83 IAAA-10514

SK01 2 01/11/01 0.7 1330=上 30 BP 1330=上 30 BP -24.92=上 0.66 IAAA-10515

SK02 AEXl 3 01/10/30 0.7 1200=上 30 BP 1250三二30 BP -28.12=上 0。 74 IAAA-10516

SK02 BE亙 4 01/10/30 4.2 1310三L30 BP 1330=上 30 BP -25,90三上0.65 IAAA-10517

-27-



SK04 カ耗 5 01/11/01 2.4 1310=上 30 BP 1290三生30 BP -23,95=上 0.65 IAAA-10518

SK04 A優至 6 01/10/30 0.7 1290=上 30 BP 1290三L30 BP -25.15=上 0.64 IAAA-10519

SK05 A匝至 7 01/10/30 0.5 1370こL30 BP 1380=上 30 BP -25.44三LO,80 IAAA-10520

SK05 C優こ 8 01/10/30 0.7 1310三L30 BP 1320三上30 BP -25,67こ上0.66 IAAA-10521

SK06 9 01/11/01 2.4 1300=上 50 BP 1330」L40 BP -26,79三LO.86 IAAA-10522

SK06 D匝正 10 01/10/30 6.6 1270三二30 BP 1280=上 30 BP -25.61「 0.78 IAAA-10523

SK07 01/11/01 1。 1 1240三L30 BP 1290二上30 BP -27.74三LO,76 IAAA-10524

SK07 DE正 つ
る 01/10/31 0.5 1220=上 30 BP 1240「 30 BP -26.48三LO.83 IAAA-10525

SK08 13 01/10/31 2,8 1270「 30 BP 1280=上 30 BP -25,86三 LO。 91 IAAA-10526

SK08 14 01/11/01 の
る 1310三L30 BP 1300三上30 BP -24.47こLO.86 IAAA-10527

表 3 C14年代測定結果

(2)洗 い出 し・ 分類、同定・ 統計・解析
①試料

試料の状態を考慮 し、肉眼で炭化物が多 く認められ、かつ分量が多い試料を中心に 7点
を選択 した。分析試料の詳細は結果と合わせて表 4に 示す。

②方法

試料は、同一試料で行 う他の分析 も考慮 した上で、できるだけ多 くの量を分析 した。各

試料の分析量は結果と合わせて示す。数 %の 水酸化ナ トリウム水溶液を試料が十分浸るく
らいに加え、一昼夜放置 した。試料が泥化 したところで、0.5mmの 舗を通 して水洗 し、残

澄を集める。残澄を双眼実体顕微鏡下で観察 し、その形態的特長から種類を同定 した。

③結果

結果を表 4に 示す。数

ミリ以下の炭化材片がみ

られるのみで、種実など

は認 め られない。 また、

菌核が 1点認められるが、

これは菌類が休眠状態に

なるとき作 られるもので、

土壌中には普遍的に含ま

れている。

④考察

分析 の結果、検 出 された ものは炭化材片 のみであ った。種実 の皮 な どの生活残澄が燃料

材 と して燃 や され た場合、 これ らの破片 が炭化材 とともに出土 す る事例 は多 い。 しか し、

今回の場合 はすべてが炭化材であるため、燃料材 と して木材 のみが用 い られた可能性があ

る。

試料名 日付 秤量 (g) 種類名

SK01 2001/11/9 18.75 炭化材 (破片 )

SK02 B区 2001/10/30 9.71 炭化材 (破片)

SK04 2001/11/1 30.06 炭化材 (破片 )

SK05 D区 2001/10/30 196.47 炭化材 (破片)、 菌核 (1)

SK06 2001/11/1 95.51 炭化材 (破片)

SK07 A区 2001/10/31 300.07 炭化材 (破片 )

SK08 2001/11/1 68,94 炭化材 (破片 )

表 4 洗い出し。分類、固定 。統計・解析結果
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(3)炭化材同定
①試料

試料 は、各焼壁土坑か ら年代測定用に抽出 した炭化材 14点 (試料番号 1～ 14)を 用いた。

抽出 した炭化材か ら、 5mm角 程度の材片を採取 して試料 とした。

②方法

炭化材 は、常温で乾燥 させた。実体顕微鏡下で、炭化材の横断面 (木 口)。 放射断面

(柾 目)・ 接線断面 (板 目)に ついて破断面を作製 し、組織配列などを観察 した。 この段

階で、組織配列が特徴的な種類 (ア カガシ亜属・ コナラ節・ クヌギ節・ クリ・ シイノキ属

等)に ついては、種類を同定 した。同定できた各種類か ら 1点づつ と、実体顕微鏡 レベル

での組織観察が困難な種類 (針葉樹・散孔材等)に ついては、作製 した 3断面を直径約 1

cmの アル ミ合金製の試料台に導電性の両面 テープで固定 した。各試料 について、走査型電

子顕微鏡による観察 と写真撮影を行 った。観察できた組織の特徴 と現生種の特徴を比較 し、

種類を同定 した。

③結果

樹種同定結果の一覧を表 5に 示す。炭化材は、試料番号 1、 2が樹皮であり種類の同定

には至 らなか った。試料番号 3は、広葉樹・散孔材のマ ンサクに同定された。その他の試

料は、広葉樹・環孔材のクリに同定 された。同定の根拠 とした木材組織の観察結果を以下

に記載す る。また、各分類群の走査型電子顕微鏡による組織写真を図版 に提示 した。

・ クリ Castanea crenata Sieb.et Zucc. ブナ科  FAGACEAE 図版 15 1a-lc

年輪のはじめに大型の道管が 2～ 4列配列 し、孔圏外で急激に管径を減 じて、火炎状に

配列する環孔材。道管の穿孔は単穿孔。道管内壁の壁孔は交互状。放射組織は同性、単列、

1～ 15細胞高。

・ マ ンサク属 Hamamelis  マンサク科  HAMAK71ELDACEAE 図版 15 2詐 2c

管壁が薄 く小径の道管が単独または 2～ 3個複合 して散在す る散孔材。道管径 は、年輪

界に向か って漸減する。道管の穿孔 は階段穿孔。道管内壁の壁孔は、保存が悪 く観察でき

ない。放射組織 は異性、 1～ 2細胞幅、 1～ 20細 胞高。

④考察

炭化材が出土 した焼壁土坑 は、床面が円形を呈す るものが多いが、長円形 (SK04,07)

や方形 (SK02)を 呈す る土坑 もある。大 きさは、径が 0.7m～ 1.3mで あ り、深 さは最 も浅

いSK02で 5 cm、 最 も深いSK08で 30cmあ り、 10～ 20cm前後のものが多い。 ヽヽずれ も床面また

は壁面 に焼土が確認 されている。同様の遺構 は、周辺遺跡で も確認 されているが、用途な

どの詳細 は不明である。炭化材 は、土坑内に焼上が認め られることや、炭化 していること

等を考慮すれば、土坑内で燃やされた際に炭化 したことが推定され、燃料材などに由来す

る可能
Jl■ がある。

土坑内か ら出土 した炭化材 は、 SK01は 2点 とも樹皮であり、利用 された木材 に関す る

情報 は得 られなか った。 SK02で は、マ ンサクとクリが確認 されたが、 SK04,05,06,07,08の 炭

化材 は全てクリ 1種類のみであった。 これ らの結果か ら、 クリ材を主 とした木材が選択 さ

れていた ことが推定 される。 SK02と 他の遺構 とで種類構成が異なっていた可能性がある

が、試料数が少ないため現段階では不明瞭である。

SK01を 除 く各土坑で認め られたク リは、重硬で強度が高 く、耐朽性 にも優れた材質を
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有 し、建築・土木材の他、薪炭材 として も

利用 される。 このことか ら、本遺跡で も燃

料材に利用 された可能性がある。 また、調

査を行 ったほとんどの土坑でク リが利用 さ

れ、他の種類が 1点 のみ しか確認 されない

ことを考慮すると、選択的にク リが利用 さ

れた可能性がある。今後、周辺遺跡に見 ら

れる同様の焼壁土坑の分布状況や内部か ら

出土する炭化材の樹種構成等の情報をさら

に増や し、遺構の用途について検討 してい

くことが必要である。

番 号 遺構 試料の質 村種

1 SK01 炭化材 樹皮
９

留 SK01 炭化材 樹皮

3 SK02A優こ 炭化材 マンサク属

4 SK02B彊こ 炭化材 ク リ

5 SK04 炭化材 ク リ

6 SK04△匠こ 炭化材 ク リ

7 SK05A厖こ 炭化材 ク リ

8 SK05C優こ 炭化材 ク リ

9 SK06 炭化材 ク リ

10 SK06D優こ 炭化材 ク リ

SK07 炭化材 ク リ

９

９ SK07D優こ 炭化材 ク リ

13 SK08 炭化材 ク リ

14 SK08 炭化材
――
ノク

表 5 炭化材同定結果

2.土壌分析など
パ リノ・ サーヴェイ株式会社

(1)は じめに
富山市北押川 C遺跡は、射水平野の南に位置する境野新扇状地の扇頂部付近 (標高約 36
～38m)に 位置する。境野新扇状地 は、東を呉羽山丘陵、西を射水丘陵に限 られ、周辺 は
現在では人工改変 により平坦な水田が広が っている。明治43年 の地形図によると、境野新

扇状地の扇頂部では、東の中位段丘や西の高位段丘か ら張 り出 した、おそ らく崖錐性の堆

積物が谷によって開析 され、複数の舌状の尾根地形が認め られる。本遺跡は、 このような

地形の尾根の末端付近に本来位置 していたことが推定 される。今回の発掘調査により、縄

文時代前期の竪穴住居跡および土坑、平安時代以降と思われる井戸跡 7基、焼壁土坑、土

坑等の遺構が検出されている。

今回の分析調査では、以下に示す課題を設定 し、 自然科学分析 による検証を行 う。

(2)調 査課題と分析手法
① ローム基本層序の確立と遺構の年代検証

境野新扇状地扇頂部付近の土壌層の層序対比および地形変遷を検討するために、基本堆

積土層 2か ら採取 した土壌の火山ガラス比分析を行 う。 また、縄文時代前期の住居跡、平

安時代以降 と思われる井戸跡、焼壁土坑か ら出土 した炭化材について、放射性炭素年代測

定を行い、遺構の年代に関する資料を得 る。

②炭化材と覆土内容物等の検証

住居跡覆土か ら採取 した土壌の種実遺体に着 目した微細遺物分析や、各遺構か ら出上 し

た炭化材の樹種同定を行い、古植生や用材 。植物利用に関する資料を得 る。
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③ 縄文時代前期土器胎上の分析

縄文時代前期の住居跡か ら出上 した土器と、基本堆積土層 2か ら採取 した粘土試料につ

いて、胎土ノルム鉱物、粘土ノルム鉱物組成分析を実施 して、土器胎土の特徴等に関する

資料を得る。

(3)ロ ーム基本層序の確立と遺構の年代検証
①火山ガラス比分析・ 屈折率測定

a)試 料
本遺跡の層序については、現地調査時に協議の上、上位 より I層 か らⅥ層 に分層 した。

I層 は層厚 30cmほ どの黒色土か らなる現表土、 Ⅱ層 は暗褐色上で下位のⅢ層 と上位の黒

色土 との漸移層の様相を呈する。また、Ⅲ層 は軟質のいわゆるローム層様を呈する灰黄褐

色 シル ト、Ⅳ層 は粘質の灰黄褐色 シル トで下

部では灰色が強 くなり砂礫が混 じる。 V層 は

灰褐色砂混 じリシル トで最大径 4 cmの 円礫

が混 じる。 さらに下位のⅥ層 は礫層で最大径

15cIInの 円礫により構成 されている。

試料 はⅡ層か らV層 まで、 5 cm厚 で連続

的に試料番号 1～ 18を採取 した。 この中で、

火山ガラス比分析 に試料番号 1～ 10、 13、 17

の計 12点 の試料を選択する。以上の柱状図 と

試料採取位置について、図 16に 示す。

b)分 析方法
基本土層の層序対比には、火山ガラス比分

析を行 う。 また、検出された火山ガラスにつ

いては、屈折率の測定を行 う。

ア)火 山ガラス比分析
試料約40gに 水 を加 え超音波洗浄装置 によ

り分散、 250メ ッシュの分析舗 を用 いて水洗

し、粒径 1/16mm以下 の粒子 を除去す る。乾

燥の後、舗別 し、得 られた粒径 1/4mm-1/8m

mの 砂分 をポ リタングステー ト (比 重約 2.96

に調整)に より重液分離する。得 られた軽鉱
物分を偏光顕微鏡下 にて観察、火山ガラスと

それ以外 の砕屑物 を250粒 計数 し、砕屑物中

における火山ガラスの量比を求める。火山ガ

ラスは、その形態によリバブル型・ 中間型・

軽石型の 3タ イプに分類する。各型の形態は、

バ ブル型 は薄手平板状、中間型 は表面 に気泡

の少ない厚手平板状あるいは破砕片状などの

塊状ガラスであり、軽石型 は小気泡を非常 に

試
料
採
取
位
置

標高 (m)

38 0_

柱状図凡例  凡例
図 表土   ロ パブル型火山ガラス
ロコ黒ボク土 目 中間型火山ガラス

ロ ローム  蔓 軽石型火山ガラス
匡コ砂    麗翻その他
匡ヨンル ト
匡]円礫

図16 火山ガラス比

火山ガラス比
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多 く持 った塊状および気泡の長 く伸びた繊維束状のものと

する。

イ)屈 折率測定

火山ガラスの屈折率 の測定 は、古澤のMAIOTを 使用 し

た温度変化法を用いる (古澤 1995)。

C)結 果
結果を表 16、 図 16に 示す。試料番号 1・ 2で は、無色透

明のバ ブル型火山ガラスおよび軽石型火山ガラスの濃集が

認め られる。 このバブル型火山ガラスは、下位の試料番号

5ま で微量ではあるが含まれる。試料番号 2の 火山ガラス

の屈折率 は、■499～ 1.500で あった (図 17)。

d)考 察
最下部で観察 されたⅥ層の砂礫層 は、境野新扇状地を構

成する砂礫層の最上面 に相当する。扇状地の形成終了 は扇

状地礫層の堆積の終了 として捉え られている (斉藤 1998)。

したが って、Ⅵ層上位の砂礫混 じリシル ト層であるV層 ～

Ⅳ層下部 は、扇状地形成終了後に堆積 したことになり、扇

状地表層を覆 う細粒堆積物 (斉藤 1998)に 相当す ると考え ら

れる。同著 によると、 この細粒堆積物 は、砂礫層を堆積 した

河道が移動 した後の何回かの氾濫堆積物あるいは放棄 された

河床が洪水時の水流路 となり、そこか ら溢流 した氾濫水に含

まれていた細粒物質が堆積 した氾濫堆積物であるなどの成因

が紹介 されている。 これ らのことか ら、本地点ではⅥ層の堆

積により扇状地の形成が終了 し、その名残の氾濫堆積 により

V層 およびⅣ層下部が堆積 したことが考え られる。その後、

本地点 は完全に離水 し、表層にⅣ層中部以上が形成された可

能性がある。本地点の地形変遷や離水については、重鉱物分

析および珪藻分析などを行 うことにより、 さらに詳細 に検討

できると考え られる。

表16 火山ガラス比分析結果

1 500      1 505

図17 火山ガラスの屈折率
横軸は屈折率、縦軸は測定個数

Ⅱ層に濃集するバブル型火山ガラスは、その形態 と屈折率

および産出層位か ら、鹿児島湾北部の姶良カルデラか ら噴出 した姶良 Tn火 山灰 (AT)
に由来す る (町 田・ 新井 1976)。 ATの 噴出年代 については、最近の研究例 により約 25万

年前頃と考え られることが多い (松本 ほか 1987、 村山ほか 1993、 池田ほか 1995な ど)。 一般

に、土壌中に特定のテフラが混交 して産出す る場合、テフラ最濃集部の下限が降灰層準に

一致す る場合が多い (早津 1988)。 したが って、今回の分析結果ではATは Ⅲ層上部 にも

やや拡散するが、その降灰層準 はⅡ層下部の可能性がある。

これまでに当社では、境野新扇状地上 に位置する数箇所の遺跡 (境野新遺跡、向野池遺

跡)と 境野新扇状地の背後に分布する高位面上の遺跡 (開 ヶ丘中山遺跡)に おいて、今回

と同様の分析を行 った。いずれの箇所において も黒ボク土層 と漸移層およびローム層様の

褐色土層 という層位が確認され、 この層位を基準 とするATの 産状 は、いずれの箇所 も今

試
料
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号
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ブ

ル
型
火
山
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ラ
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間
型
火
山
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ス

壁
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山
ガ
フ

ス
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1
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９
， 1

医
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９

留 250
９

営 25 10 0 215 250
０
じ 19 6 0 225 250

4 8 0 Ｏ
υ
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一 250

5 5 4 0 241 250

6 0 1 0 249 250

7
の
ね 0 0 248 250

8 0 0 0 250 250

9 0 1 0 249 250

10 1 1 0 248 250
つ
じ 0 0 0 250 250
ワ
‘ 0 0 0 250 250
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回 とよ く類似する。 これ らのことか ら、富山平野における更新世の段丘表層の土壌層にお

いては、 ATの 濃集層準が黒 ボク土層 と下位のローム層様の褐色土層 との漸移層中に認め
られ、 これが対上ヒの子旨標になる可能性がある。
ただ し、本遺跡ではⅢ層上面が縄文時代以降の遺構確認面 とされることか ら、 ATの 降
灰層準 との間に層位的な矛盾が生 じる。 このことについては、現耕作上下の上壌層である

Ⅱ層が非常に薄い堆積であること、また遺跡が扇状地の傾斜地に立地 しているため堆積層

が水平ではないことなどか ら、本来 AT降 灰層準のⅡ層下部以浅か ら掘 り込まれている遺
構の検出認定が難 しくなっていることなどが、原因 と考え られる。なお、 ATの 降灰は境
野新扇状地が完全 に離水 した後であるか ら、境野新扇状地の形成終了は2.5万 年前 よりも

確実に古い。

今後、黒ボク土層か ら下位のローム層様の褐色土層にわたる調査例をさらに蓄積 したい。

それとともに、より層厚の厚い堆積物を も対象に分析することで、本地域の地形変遷、層

序対比、土壌形成 に関する検討につなげて行 きたいと考える。

②放射性炭素年代

a)試 料
試料 は、井戸 (SE07)、 土坑 (SK17)、 竪穴住居跡 (S101)か ら出土 した炭化材の中か ら

各 1点、合計 3点 を選択 した。

遺構 試料名 質 (樹種 )
補正年代

(BP)

δ13C
(°/oo)

測定年代

(BP) Codeo No.

S101 覆土上層 炭化材 (不明) 5050三上30 -27.33三Ll.33 5060三L30 IAAA-10655
SE07 覆土 炭化材 (ク リ) 5970三L30 -27.29三 Ll.01 5990三L30 IAAA-10656
SK17 No.1 炭化羽「 (ク リ) 1290三L30 -25,43三二0.86 1290三生20 IAAA-10657
1)測定は、AMS法 :加速器質量分析法による。
2)年代は、1950年を基点とした年数で、補正年代はδ13Cの値を基に同位体補正を行った値。
3)放射性炭素の半減期は、5568年を使用 した。

表 7 放射性炭素年代測定結果

b)分 析方法
測定 は、株式会社加速器分析研究所 (IAA)が 行 った。
C)結 果
測定結果を表 7に 示す。S101で は5060BP(補 正年代5050BP)、 SE07で は5990BP(補 正年
代5970BP)、 SK17で は1290BP(補正年代 1290BP)の 年代値が得 られた。年代測定を行 った
炭化材の うち、 SK17で は同一試料の樹種同定を行 ってお り、 ク リに同定 されている。 ま

た、 SE07に ついては、測定を行 った試料 とは別の試料の樹種同定であるが、全てク リで

あることか ら、測定試料 もク リであった可能性が高い。一方、S101で は、測定用の炭化材

を抽出 した残 りの試料か ら 3種類の炭化材 と 1種類の種実遺体が確認 されてお り、測定用
試料がどの種類を用いたのかは不明である。

d)考 察
住居S101は 、発掘調査により縄文時代前期後半の住居跡 と考え られている。炭化材を用

いた年代測定値 は、 5060BP(補 正年代 5050BP)で あった。中部地方の縄文時代中期の年
代 は、いずれ も補正を行 っていない年代値で、 5240BP～ 3130BPの 値が得 られている (キ ー

リ・ 武藤 1983)。 また、鳥浜貝塚では、縄文時代前期の年代 として、 9870BP～ 5450BPの 値
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が得 られている。 これ らの値 と比較す ると、今回の年代値 は、縄文時代中期前半の比較的

早い段階に相当 し、土器型式などの考古学所見 とはやや隔たりがある。

井戸 SE07は 、平安時代 と考え られているが、年代測定の結果 は5990BP(補 正年代 5970B

P)で あり、竪穴住居跡で得 られた年代値よりも古 い時期を示す。 この年代 は、鳥浜貝塚

で行われた年代測定結果の中の、縄文時代前期の年代値 に一致する。炭化材の出土状況の

詳細 は不明であるが、井戸内に古い時期の炭化材が混入 したり、古材が利用 された後に廃

棄されたこと等が考え られる。

焼壁土坑 SK17も 、平安時代 と考え られてお り、炭化材の年代測定値 は1290BP(補 正年

代 1290BP)で あった。大気中の14C濃度 は一定ではな く経年変化があるため、年代測定値

か ら暦年代を推定するためには、年輪年代測定により歴年代が明 らかになっている試料の

14C濃度を測定 して得 られた、 14C年代 と歴年代 との較正曲線を用いて較正す る必要があ

る (中 村 1998,1999,2000)。 本報 告 で は、 現在世 界 中で広 く利 用 されて い るINTCAL98

(Stuiver et al,1998)を 用いて歴年代を推定 した。その結果は、得 られた年代測定値 は、

7世紀末頃～ 8世紀代 に相当する。 この結果か ら、土坑 は奈良時代～平安時代初頭頃に構

築 。使用された可能性がある。 しか し、 1点 のみの測定であり、比較検討するための材料

に乏 しい。また、同様の上坑か ら出土 した炭化材 は、 ほとんどがクリであることが樹種同

定により確認 されている。 しか し、縄文時代の炭化材にもク リが多 く見 られ、井戸 (SE0

7)で 古い年代が得 られた炭化材 もク リであることを考慮す ると、土坑中に古い時期の炭

化材が混ざっている可能性 も否定できない。

今後 さらに同遺構や類似する土坑内の炭化材について年代測定を行い、比較検討するこ

とが望まれる。

(4)炭化材の樹種 と覆土内容物等の検証
①試料

a)微 細遺物分析
試料 は、住居跡S101か ら採取 した土壌 (No.12,16,28,32,35,38,57,SK26)の 計 8点 である。

その他 に、炭化材同定対象試料か ら検出された単体の種実遺体 も分析対象 とした。各試料

における重量等詳細 は、結果・考察 とともに表 8に 記す。

b)樹 種同定
試料 は、住居跡、土坑、井戸跡か ら飾いおよび水洗選別によって採取 された炭化材30点

である。 この うち、 SK15No.1～ 4、 SK17No。 1,2,4、 SK21No.1～ 3,5,フ ク土を除 く試料 には、

複数片 (2～ 50片 程度)の 炭化材が入 っていた。 また、S101の 各試料では、種実遺体 も混

じっていることが確認できた。 これ らの試料か らは、 2～ 10点 を抽出 して試料 とした。ま

た、S101の 種実遺体 は、いずれ も複数片認め られたが、表示無 しを除 く 4点ではいずれ も

破片で個体の識別が困難であったため、全て 1点 として扱 った。表示無 しについては、識

別できる範囲での個体数を記 した。種実 も含めた合計点数 は、 156点 (内 種実遺体 12点 )

である。なお、種実遺体については、前述の種実遺体の同定に含めて報告する。
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②方法

a)微 細遺物分析
湿重秤量 した土壌試料を 5%水酸化ナ トリウム水溶液 (NaOH)に 一晩液浸 し、試料の
泥化を促す。 0.5mmの 舗を通 して水洗 し残澄を集め、双眼実体顕微鏡下で観察 し、同定可

能な種実遺体等を抽出する。その形態的特徴および当社所有の現生標本 との比較か ら種類

を同定 した。同定後の種実遺体 は、種類毎 にビンに入れ、 ホウ酸・ ホウ砂水溶液による液

浸保存をおこなう。

b)樹 種同定
木 口 (横断面)・ 柾 目 (放射断面)・ 板 日 (接線断面)の 3断面の割断面を作製 し、実
体顕微鏡および走査型電子顕微鏡を用いて木材組織の特徴を観察 し、種類を同定する。

③結果

a)微 細遺物分析
微細植物片分析結果を表 8に 示す。種実遺体では、オニグル ミ、カタバ ミ属が同定され

た。その他、炭化材、不明炭化物 (炭化材の組織を持たない、部位・ 種類不明の炭化物 )、

土器の破片が検出された。炭化材は細かなものを中心 に多数検出されたが、別試料で樹種

同定をおこなっているため、種類構成に関する検討 は本分析では割愛する。

・ オニグル ミ (」uglans mandshurica]Maxim.subsp.Sieboldiana(Maxim.)Kitamura)

クル ミ科 クル ミ属  図版18 1a-lb、 2a-2b、 3a-3b、 6a-6b
核の細片が検出された。完全 に炭化 してお り、黒色。大 きな もので l cm程 度だが、数

mm程度の個体が多い。完形な らば広卵形で先端部分がやや尖 り、 1本 の明瞭な縦の縫合
線がある。内部には子葉が入 る 2つ の大 きな窪みと隔壁がある。核皮 は硬 く、表面 には縦

方向に溝状の浅い彫紋が走 りごつ ごつ している。試料には、表面には溝状の浅い彫紋があ

る点 と、内部の隔壁の一部が残 る点を同定根拠 とした。

遺構名

番号

備考

湿重 (g)

種類名   部位

S101

12    16   28    32    35    38    57  土坑 炭化材同定対象試料

覆土上層 覆 土

302.2  307  311.9 815.4  320.6  302.9  301.5   312

オニグル ミ 核
カタバ ミ属 種子

一　
　
一

一　
　

一

一　
　

一

一　
　
一

一　
　
一

一　
　
一

破

１

一　

　

一

1+ 一
　

一

不明種実

炭化材

不明炭化物

不明植物片

．
破

．　
．

．
破
破

．

．
破

．

破
．
破

．

．
破

．

．
破
破

．

一
破
破

．

一　

　

一
　

一　

　

一

研
　
．　

．
甜

土器 ― 破 祠史 祠支 ― ― ― ―

注)破 :細片のため個体数推定が困難であるもの。数字十 :数字以上の個体数が推定される。

表 8 微細植物片分析結果

・ カタバ ミ属 (Oxalis)  カタバ ミ科  図版 18-7
種子が検出された。黒灰色、卵形で偏平。長 さ1.6mm、

皮 は薄 く柔 らか く、縦方向に裂けやすい。表面 には 4～ 7

じ状にみえる。

幅 1.2mm程 度。先端 は尖 る。種

列の肋骨状横隆条が並 び、わ ら
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b)樹 種同定
樹種同定結果を表 9に 示す。 SK21No.5は 、木材ではな く樹皮であ り、樹種の同定 はで

きなかった。その他の炭化材は、針葉樹 1種類 (ヒ ノキ科)と 広葉樹 4種類 (ク リ。ヤマ

グヮ・ ヤブツバキ・ カエデ属)に 同定 された。各種類の主な解剖学的特徴を以下 に記す。
・ ヒノキ科 (Cupressaceae)図 版16 1a-lc
軸方向組織 は仮道管 と樹脂細胞で構成 され、仮道管の早材部か ら晩材部への移行 は緩や

か～やや急で、晩材部の幅は狭い。樹脂細胞 は早材部の終わ りか ら晩材部にかけて認め ら

れる。放射組織 は柔細胞のみで構成 され、柔細胞壁は滑 らか。分野壁孔 は保存が悪 く観察

できない。放射組織 は単列、 1～ 10細胞高。

・ ク リ (Castanea crenata Sieb.et Zucc。 )    フドナ不斗ク リ月甍 図版 16 2a-2c
環孔材で、孔圏部 は 1～ 2列、孔圏外で急激～やや急激に管径を減 じたのち、漸減 しな

が ら火炎状に配列する。道管は単穿孔を有 し、壁孔は交互状に配列する。放射組織は同性、

単列、 1～ 15細胞高。
。ヤマグワ (Morus australis Poiret) クワ科 クワ属  図版 16 3a-3c
環孔材で、孔圏部 は 1～ 5列、孔圏外への移行 は緩やかで、晩材部へ向かって管径を漸

減させ、のち塊状に複合する。道管 は単穿孔を有 し、壁孔は交互状に配列、小道管内壁 に

はらせん肥厚が認め られる。放射組織 は異性Ⅲ型、 1～ 6細胞幅、 1～ 50細 胞高で、 しば
しば結晶を含む。

・ ヤブッバキ (Camellia japonica L.) ツバキ科 ツバキ属  図版 17 5a-5c
2～ 3個 が複散孔材で、管壁 は薄 く、横断面では多角形～角張 った楕円形、単独および

合 して散在 し、年輪界に向かって径を漸減 させる。道管は階段穿孔を有する。放射組織 は

異性 Ⅱ～ I型、 1～ 2細胞幅、 1～ 20細 胞高で、時に上下 に連結する。結晶細胞が認めら

れ る。

・ カエデ属 (Acer) カエデ科  図版 17 4a-4c
散孔材で管壁 は薄 く、横断面では角張 った楕円形、単独および 2～ 3個 が複合 して散在

し、晩材部へ向かって管径を漸減させる。道管 は単穿孔を有 し、壁孔は交互状に配列、内

壁にはらせん肥厚が認め られる。放射組織 は同性、 1～ 6細胞幅、 1～ 40細胞高。細胞壁

の厚 さが異なる 2種類の木繊維が木口面 において不規則な紋様をなす。

遺構 試料名

炭化ル

樹
皮

種実

計

ヒ
ノ
キ
科

ヤ

マ
グ

ワ

ヤ
ブ
ツ
バ
キ

カ
エ
デ
属

オ
ニ
グ

ル
ミ

不
明

SE05 覆土

SE07 1 l

覆土

SK10 覆土
SKll 覆土
SK12 覆土
SK13 覆土

SK15

1 1

1 1

1 1

1 1

覆土 5

SK16 覆土

SK17
Nα l 1 1

No 2 1 1

表 9 樹種同定結果

遺構 試料名

炭化材

樹
皮

種実

計

ヒ
ノ
キ
科

ク

リ

ヤ

マ
グ

ワ

ヤ
ブ
ツ
バ
キ

カ

エ
デ

匡
悧

オ

ニ
グ

！

ミ

不
田

SK17
No 3 5 5

l 1

覆土

SK18 覆土 5 5

SK21

1 1

1 1

1 1

Nα 4 5 4

Nα 5 1 1

覆土 1 1

Ｑ
け

覆土上層 1 3 10

覆土下層 3 2 6

土層ベルト 1 6

住居内土坑 7 1 2

覆土 1 1
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④考察

炭化材 は、井戸、土坑、住居か ら出土 してお り、針葉樹 1種類、広葉樹 4種類、樹皮、

種実遺体が確認 された。

井戸跡か ら出土 した炭化材 は、何 らかの火が関わる用途に使用後に投棄 されたこと等が

考え られるが、詳細 は不明である。樹種 は、 SE07に ヤブツバキが 1点認め られた以外 は、

全てク リであった。 この結果か ら、 ク リ材を主 として利用 していたことが推定 される。 こ

の結果 は、後述する土坑の結果 とも類似 しており、土坑の炭化材が投棄 された可能性など

も考え られる。

土坑か ら出土 した炭化材 は、 8K10～ 13,15～ 18で は、全点がク リであった。一方、 SK21

ではク リに混 じって ヒノキ科が確認 されてお り、他の土坑 とは種類構成が異なる。各土坑

は、 SK13,15～ 18,21が 焼壁土坑 とされ、 SK10～ 12は 土坑 とされる。今回の結果をみると、

焼壁土坑の中では種類構成の違いが認められるが、焼壁土坑 と土坑では種類構成に違いは

認め られない。

焼壁土坑 については、本遺跡の前回調査結果や、周辺 に位置する池多遺跡および境野新

南 Ⅱ遺跡で も出土 した炭化材の樹種同定が行われている。その結果では、土坑の平面形の

違いに関わ らず炭化材 は全てクリであり、今回の結果 とも調和的である。 これ らの結果か

ら、焼壁土坑では、 ク リを主 として利用 していたことが推定 される。今回の結果では、焼

壁土坑以外の土坑で もク リが確認 されていることか ら、同様の木材利用が行われたことが

推定される。

壁焼土坑 は、群馬県渋川市薬師 」遺跡で確認 された伏せ焼 きの炭焼 きの炭穴窯 (渋川市

教委 1999)に 形態が似ている。 また、その樹種同定結果でクリのみの種類構成が得 られて

いること (高 橋 ほか 1999)は 、焼壁土坑の樹種同定結果 と一致する。 これ らのことと、 ク

リが鍛冶用燃料材 として適材 とされること (岸本・ 杉浦 1980、 窪田1987)か ら、鍛冶用燃

料材を製炭 した可能性が指摘されている。 しか し、現時点では、鍛冶に関連する遺物が伴

うかどうか不明であり、 これに関わる炭焼遺構かどうか不明である。

SK21は、 1基 のみ種類構成が異 なることか ら、他の壁焼土坑 とは利用 目的等が異なる
可能性がある。 しか し、 ヒノキ科の木炭 はク リと同 じく軟炭であることか ら、 ク リと共に

ヒノキ科など軟炭になる種類が同時に利用 されていた可能性がある。

住居跡か ら出土 した炭化材 は、住居構築材や燃料材などに由来する可能性がある。樹種

は、 ク リとカエデ属を主 とし、他にヤマグワの木材 も 2点認められた。 この他、オニグル

ミの核 の破片が出土 している。試料の中には、住居内土坑 (SK26)か ら出土 した炭化材
も含まれるが、種類構成 はいずれの試料 もほぼ同 じである。縄文時代の住居跡か ら出土 し

た炭化材 については、市内の開 ヶ丘中山Ⅲ遺跡で も調査が行われている。その結果では、

クリの多い結果が得 られており、今回の結果 とも調和的である。今回認められた 3種類は、
いずれ も重硬で強度の高い材質を有することか ら、住居構築材等 として も適材であったと

考え られる。現在の植生等を考慮すれば、遺跡周辺に生育 していた中か ら適材を選択・利

用 したことが推定 される。

微細遺物分析か ら検出されたオニグル ミは、アク抜 きをせずに食べ られ、長期保存が可

能で収量 も多いため、古 くか ら里山で保護、採取 されてきた種類である。完全 に炭化 し、

破片の状態で住居跡か ら検出されたことか ら、当時利用されていたものが焼失 し、残存 し
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たと考え られる。オニグル ミは、朝 日町の境 A遺跡、富山市の小竹貝塚、小杉町の南太閤

山遺跡など、富山県内の縄文時代の遺跡か ら多 く検出されている (池野 2001)、 特 に小杉

町の南太閤山遺跡か らはまとまって出土 してお り、当時の人々の生活残澄が破棄されたも

のと考え られている (吉井 1986)。

一方、未炭化の状態で検出されたカタバ ミ属 は、明 るく開けた場所を好んで生育する、

いわゆる「人里植物」で、遺跡周辺 に生育 していたものに由来す ると思われる。 しか し、

低湿地遺跡など特別な場合を除けば、炭化 していない限 り種子 は残 らないといってよ く、

解析 に関 しては炭化種子以外を除外 して考えた方が妥当だという意見 もある (吉崎 1992)。

カタバ ミ属 は、遺構が埋没後に混入 した後代のものの可能性 もある。

(5)縄文時代前期土器胎上の特徴
①試料

試料 は、縄文時代前期土器片 5点 と、比較対照試料 として基本堆積土層 2断面か ら採取

した土壌試料 3点 である。胎土 ノルム鉱物、粘土 ノルム鉱物組成分析を実施する。

胎土 ノルム鉱物分析 は、蛍光 X線分析 によって求めた胎土の化学組成 (Si02、 A1203、 F

e203、 Ti02、 MnO、 MgO、 CaO、 Na20、 K20、 P205お よびLOI)と 、 X線回折分析による胎

土鉱物組成か ら粘土 ノルム計算を行い、焼成物か ら胎土成分を推定する。一方、粘土 ノル

ム鉱物分析は、蛍光 X線分析によって求めた堆積物の化学組成 と、 X線回折分析 による粘

土鉱物組成か ら粘土 ノルム計算を行い、鉱物組成を推定する。

②分析方法

主要 10元 素のSi02、 A1203、 Fe203、 Ti02、 MnO、 MgO、 CaO、 Na20、 K20、 P205お よびLOI

は蛍光 X線分析法、胎土鉱物組成 はX線回折法、粘土鉱物組成 は和田に従い分析 した (和

田1966) 。

以下 に各分析条件を記す。

a)蛍 光 X線分析
ア)装置
理学電機工業社製 RIX1000(FP法 のグループ定量プログラム)

イ)試料調製
試料 を振動 ミル (平工製作所製 T1100,10ml容 タングステ ンカーバイ ト容器 )で 微粉砕
し、 105℃ で 4時間乾燥 させた。 この微粉砕試料 について、 ガラスビー トを以下の条件で

作成 した。

溶融装置 ;自 動剥離機構付理学電機工業社製高周波 ビー トサ ンプラー (3491Al)

溶剤及び希釈率 ;融剤 (ホ ウ酸 リチウム)5.000g:試料0.500g

剥離剤 ;LiI(溶 融中 2回投入 )

溶融温度 ;1200℃  約 7分
ウ)測定条件
X線管 ;Cr(50Kv-50mA)
スペク トル ;全元素 Kα

分光結晶 ;LiF,PET,TAP,Ge
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検出器 ;F PC,SC

言十蓼女Ett FHl , Peak40sec,Back20sec

b)胎 土鉱物分析 (X線 回折分析 )
105℃ で2時 間乾燥 させた試料を振動 ミル (平工製作所製 T1100,10ml容 タングステンカー

バイ ト容器)で微粉砕 し、 X線 回折用アル ミニウムホルダーに充填 し、 X線回折分析試料
(無定方位試料)を作成 した。作成 した X線回折分析試料 (無定方位試料)に ついて、以
下の条件で X線 回折分析を行 った (足立 1980;日 本粘土学会 1987)。

検出された物質の同定解析 は、測定回折線の主要 ピークと回折角度か ら原子面間隔およ

び相対強度を計算 し、それに該当する化合物または鉱物を X線粉末回折線総合解析プログ

ラム (五十嵐未公表)に より検索 した。
装 置 :島津製作所製 XD-3A Time Constant i l.Osec
Targeti C u (Kα )

Filter i N i

Voltage i 30KVP

Current i 30mA

Count Full Scale:5,000C/S

Scanning Speed i 2°  /nlin

Chart Speed i 2cm/min

Divergency: l°

Recieving Sht i O.31nm

Scanning Range i 5～ 45°

C)粘 土鉱物分析
粘土鉱物組成 は、和田に従い (和 田 1966)、 風乾 した試料を軽 く粉砕 して 2.00mm φの応ゝ

るいを通過 させた後、約 10gを 500mlビ ーカーに秤 とり、水を適当量加えた後、 30%過 酸

化水素水 10mとを加えて混合 した。時計皿で蓋を して約 1時 間放置 し、 これを砂浴上 にのせ

て加熱 し、土壌か ら黒色味が完全 に抜 けるまで過酸化水素水を 5 mlず つ滴下 し、分解を

続 けた。分解終了後、 ほとんど上澄みがな くなるまで加熱を続け、過剰の過酸化水素水を

分解除去 した。冷却後、Mehra―」acksoni由 出液を加え、 80℃ まで加熱 し、約 2gの ハイ ド
ロサルファイ トナ トリウム (Na2S204)を 加え、攪拌 した後、 15分 間放置 した。直ちに遠心

分離 し、上済み液を捨て、 さらに蒸留水で 2回洗浄 した。次に超音波処理 し、分散 させた

後、 1000ml沈底瓶に移 した。液温 20℃ の状態で 8時間静置 した後、水面下 10cm深 にサイフォ

ンを挿入 し、粘土画分 (2μ m>)の 懸濁液を採取 した (粘土懸濁液 )。 懸濁液の一定量を
2本 の遠沈管に採取 し、 lN酢酸ナ トリウムー酢酸緩衝液 (pH5,0)を 加え、内容物を攪
拌 した後、上澄み液を遠沈除去 した。 この操作をもう 1回繰 り返 した。遠沈管の 1本 に 1

N酢酸 マグネシウム溶液 (pH7.0)を 加え (マ グネシウム飽和試料 )、 もう 1本 の遠沈管に

lN酢酸 カ リウム溶液 (pH7.0)を 加え (カ リウム飽和試料 )、 遠沈洗浄 した。 この操作を
更に 2回線 り返 し、最後に水を加えて過剰の塩溶液を除いた。遠沈管の内容物に水を加え

て懸濁状態 とし、その懸濁物をスライ ドガラス上に採取 した。 この液をガラス全面に拡げ、

風乾 した。 これ らの試料を X線 回折装置によって以下の条件で測定 し、粘土鉱物同定を行
った。

装  置 :島津制作所製 XD-3A
Targeti C u (Kα )

Filter i N i

Voltage i 30KVP

Current i 30mA

Tilne Constant i 2.Osec

Scanning Speed i 2°  /■lin

Chart Speed: 2cl■ /nlin

Divergency:l°

Recieving Sht i O.3mm
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Count Full Scale i 5,000C/S Scanning Range: 2～ 30°

③分析結果

一般に陶磁器等の化学組成分析表による品質判定 は、 Si02、 A1203、 Na20、 K20、 Fe20

3の 合有量を比較す ることでなされることが多いが、的確な判定資料 として利用 されるこ

とを目的として、 ここでは粘土 ノルム計算法による解析を行 った。岩石学の分野では、火

成岩の化学組成か ら構成鉱物の種類 と量比を計算する目的で、 1902年以降 CIPWノ ルム
計算が用いられてきた。粘土 ノルム計算 は粘土・土壌など、堆積物・変質物で形成 される

含水鉱物 。炭酸塩鉱物などを含む天然物質中の鉱物組成を計算するために考案 された計算

法である (五十嵐 1983)。 本文で用いている計算法 は、焼成物等か ら原土の鉱物組成を推

定するシュ ミレーションプログラムで、陶磁器など含水鉱物を原料 とするが、高温加熱に

より無水状態になっている製品の化学組成か ら、原料の化学組成 と鉱物組成を推定するこ

とを目的 としている。ただ し、粘土鉱物を多 く含む岩石や鉱石、陶土等 は化学組成が同 じ

であって も生成過程 (物 理化学条件)の 相違により、鉱物組成が異なるため、岩石学にお
けるCIPWノ ルム法のように一義的に一定の規則によって計算す ることはできない。 この

ため粘土 ノルム計算法ではい くつかの鉱物の有無 により、他の鉱物を類推 して計算する方

法を採用 している。従 って、 この種の鉱物の有無はX線 回折試験 。顕微鏡観察などにより
予め知 られていなければならない。そこで今回は、 X線 回折試験による胎土鉱物組成、粘
土鉱物組成か ら前提 となる鉱物を確認することとした。

図 18に 土壌および粘土層か ら採取 された粘上のMg飽 和処理 におけるX線 回折図を、図
19～ 21に 土器胎土の粉末 X線 回折図を示 した。土壌および粘土層の試料 における粘土鉱物
は雲母鉱物 (mica minerals)、 緑泥石 (chlorite)が 主体 となっており、副次的にギブサイ

ト (gibbsite)が 確認 され、土器胎土のについては石英 (quartz)、 斜長石 (plagioclasc)、

カ リ長石 (K feldspars)、 クリス トバ ライ ト (cristobalite)お よび粘土鉱物 として雲母鉱物、

緑泥石の存在が確認 された。

このことか ら、粘土 ノルム計算 における前提鉱物 として、 セ リサイ トおよび緑泥石 (c

hlorite)を 伴 う条件でノルム計算を行 うこととした。

蛍光 X線分析結果 (化学組成)を表 10に 、計算の途中で得 られる原土の推定化学組成を
表 11(補正化学組成)に 、粘土 ノルム鉱物組成を表 12に 示す。

試料番号 Si02 T102 A1203 Fe203 M■0 MFF0 Ca0 Na20 K20 P205 loss 合 計

基本堆積土層 2 No.2 52.97 0,89 19.78 7 11 0.06 5.26

基本堆積土層 2 No.6 55,46 0.96 21.15 7 49 0.06 1.47 0.17 0.06 0.92

基本堆積土層 2 No.12 21.73 7.02 0 05 2.06 0.08

No.87 54.73 23.29 2.72 0.02 0.29 0.29 2 4.46 99.98

No.94 61.39 1 1 0.22 0 44 0.1 99.99

No 66.33 16.77 5.57 0.57 0.2 0.48 0.03 7.34 99 99

No.169 61.77 1.1 0.09 11.72 100.01

SK27  No.1 65.67 2.12 0。 18 10.75 100.01

表10 蛍光X線分析結果 (化学組成)*単位は重量%
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検出館物略号

Ch i緑泥石 (ohlorite)

Mi:雲母鋤  (�i.ca nine確 10

Cb:ギブサイト (gibbsitど)

テス トピットl NOょ 2

テストビットl No.6

テス トピ 卜l No.12

30

(2,)

図18 粘土鉱物 (Mg飽和処理年度)のX線回折図

Gb
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検出鉱物略号

Oz:石英 (quartZ)

Cr:ク リス トパライト (CriStObalite)

PI:斜長石 (plagiOCiase)

Kf:カ リ長石 (K―feldspars)

Ch:緑泥石 (ch10rite)

Mi:雲母鉱物 (mica minerals)

PIPI P!if

図19 土器胎上のX線回析図 (1)
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検出鉱物略号

Qz:石英 (quartZ)

Cr:ク リストバライト (CriStObalite)

PI:斜長石 (plagiOclase)

Kf:カ リ長石 (K―feldspars)

Ch:緑泥石 (chlorite)

Mi:雲母鉱物 (mica minerals)

図20 土器胎上のX線回析図 (2)
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翻 1働鶴
021石築 CouaF学】
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PIキ斜長石 (p14gi¨ lase〉
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試料番号 S102 Ti02 A1203 Fe203 M■0 Mg0 Ca0 Na20 K20
∩
） H20+ 合計

基本堆積土層 2 No.2 58.19 0,98 21.73 0,07 1.46 0.26 2.23 0,12

基本堆積土層 2 No.6 57.83 1 22.05 0,18 2.16 0.06

基本堆積土層 2 No.12 57.6 0.95 22.7 7 33 1,4 2.15 0.08 99.98

S101  No.87 59.38 25.27 2.95 2.17 0,44 99.98

S101  No.94 65.11 3.09 0.64 0.23 0.47 2.08 100,02

No. 68.01 0.89 17.19 0.58 0.49 0.03 99,99

No. 65.96 1.17 20,44 3.53 0。 32 0,19 0,22 2.33 0.1 5.72 99.99

SK27  No.1 70.31 0,96 16.92 3.58 0.58 0.55 0.19 4.43

表11 補正化学組成 *単位は重量%

試料番号 石英 曹長石 灰長石 カオリナイトセツサイト 緑泥石 褐鉄鉱 チタン鉄鉱 ルチル 燐灰石 その他 合計

基本堆積土層2No 2 31,12 2 23 33 33 18.86 0

基本堆積土層2No 6 30.61 34,86 18 25 0.15 0

基本堆積土層2No 12 29.26 36.27 02 0

S101  No 87 26 48 0 42 48 111 0 21

S101  No 94 38.24 33 15 1 75 1 15 0 99 98

45 66 24 63 5 78 0 99 98

S101  No 169 40 91 30 96 116 0 100 01

1 48,08 21 15 99 98

表12 ノルム鉱物組成 *単位は重量%

④考察

5点 の土器試料では、いずれも主要な粘土 ノルム鉱物は石英、カオ リナイ ト、セ リサイ

トの 3者 である。 5点 の中では、北押川 C S101No.87は 、他の 4点 に比べて石英の量比が

低 く、カオ リナイ トの量比が高いことか ら、他の 4点 とは胎土がやや異質であると言える。

一方、基本堆積土層 2の 3点 の上壌・粘土試料 も、石英、カオ リナイ ト、セ リサイ トの

3鉱 物を主体 とす るが、 3点 ともにFe203、 Mgoを 比較的多 く含む ことか ら、褐鉄鉱、緑

泥石の割合 も高い傾向にある。土器試料 と比較す ると、粘土 ノルム鉱物組成 においては、

全体的に石英の量比が低 く、カオ リナイ トの量比が高い傾向にあり、上述 した褐鉄鉱 と緑

泥石の割合 も高い。 したが って、現時点では、 5点 の土器の材料 として、基本堆積土層 2

で採取 したような遺跡周辺の扇状地上の粘土や土壌が使用された可能性 は低い。

ただ し、土器試料の中でやや異質 とした①北押川 C S101No.87の 化学組成において、 Si02

とA1203の 量比が基本堆積土層 2の 試料 と類似す ることも指摘できる。 このことは、土器

の胎土 と扇状地上の土壌あるいは粘土 との関係を全 く否定するものではな く、何 らかの関

連性 (例 えば素地土の一部 として混ぜ られるなど)が あることも示唆する。

今後 は、土器胎土や堆積物の岩石学的特徴 (砂粒の鉱物組成や岩石種構成など)の 把握

も含めた分析例を蓄積することにより、土器の材料の由来について、より具体的な解析が

可能になると考え られる。

―-45-



引用文献

足立吟也「粉末 X線回折法」『機器分析のてびき 3』 化学同人 1980:p.6476.

古澤 明「火山ガラスの屈折率測定および形態分類とその統計的な解析に基づくテフラの識別」
『地質学雑誌 101』 1995:p.123-133.

早津賢治「テフラおよびテフラ性土壌の堆積機構とテフロクロノロジーーATに まつわる議論に関係して一」
『考古学研究34』 1988:p.18-32.

五十嵐俊雄「マイクロコンピュータによる粘土ノルム計算について」『未開発陶磁器原料資源調査 報告書 (昭和57
年度)』 地質調査所 1983:p.119-136.

池田晃子・奥野 充 。中村俊夫・筒井正明 。小林哲夫「南九州、姶良カルデラ起源の大隅降下軽石と入戸火砕流中の
炭化樹木の加速器質量分析法による

ユC年代」『第四紀研究34』 1995:p377-379.

池野正男「富山の縄文を掘る2 縄文人の台所事情」『埋文とやま 76』 富山県埋蔵文化財センター2001:p2-3.
岸本定吉・杉浦銀治『日曜炭やき師入門』 総合科学出版 1980:250p

キーリ C.T.・ 武藤康弘「縄文時代の年代」『 4電文文化の研究 1縄文人とその環境』雄山閤 1982:p.246-275

窪田蔵郎『改訂 鉄の考古学』雄山閣 1987:308p.
町田 洋・新井房夫「広域に分布する火山灰―姶良Tn火山灰の発見とその意義―」『科学 46』 1976:p.389-347.
松本英二・前田保夫 。竹村恵二・西田史朗「姶良Tn火山灰のユC年代」『第四紀研究26』 1987:p.79-83.
村山雅史 。松本英二・中村俊夫・岡村 真・安田尚登 。平 朝彦「四国沖ピストンコア試料を用いたAT火山灰噴出
年代の再検討―タンデトロン加速器質量分析計による浮遊性有孔虫の

コC年代―」

『地質学雑誌 99』 1993:p.787-798.

中村俊夫「放射性炭素
望Cで年代を決める」『それは何年前のこと?遺跡・遺物の年代決定に挑む』

日本文化財科学会 1998:p42-59.

中村俊夫「放射性炭素法」『考古学のための年代測定学入門』古今書院 1999:p2-36.

中村俊夫「
望C年代から歴年代への較正」『日本先史時代のユC年代』日本第四紀学会 2000:p.21-40.

日本粘土学会編『粘土ハンドブック 第二版』技報堂出版 1987:1289p.
渋川市教育委員会「薬師 J遺跡の試掘調査」『渋川市内遺跡XH―久宮 間戸遺跡・薬師遺跡・寺畑遺跡 。中原遺跡・
田中遺跡―渋川市発掘調査報告書第67集』1999:p.34.

斉藤享治『大学テキスト日本の扇状地』古今書院 1998:280p

Stuiver, 1、 /1・ Reixner, P,」・Bard, E・ Beck, J.IP将「・Burr, GoS・ Hughen,KA・ Kromer, B。 1ヽアIcCormac, G・

van der Phncht, 」・ Spurk, K/1。  「INTCAL98 radiocarbon age cahbration, 24,000-O cal BP」 『RadiocarbOn,

40』  1998 :p1041-1083.

高橋 敦・辻本裕也・橋本真紀夫「半田薬師 J遺跡出土炭化材の樹種」『渋川市内遺跡XH―久宮間戸遺跡・薬師遺
跡・寺畑遺跡 。中原遺跡 。田中遺跡―渋川市発掘調査報告書 第67集』渋川市教育委員会 1999:p.5-6.
和田光史「粘土鉱物の同定および定量法」『土肥誌 37』 1966:p.917.

吉井亮―「富山県南太閤山 I遺跡出土の種実遺体 (2)『都市計画街路七美 。太閤山・高岡線内遺跡群発掘調査概要

(4)』 富山県教育委員会 1986:p.53-60.

吉崎昌―「古代雑穀の検出」『月刊考古学ジャーナルNo.355』 1992 i p.2-14.

-46-―



Ⅵ まとめ
調査の結果、縄文時代前期後葉の竪穴住居跡 1棟、土坑 1基、古代 と思われる井戸跡 年

基、焼壁土坑 12基、土坑 10基 が検出された。

縄文時代前期後葉の住居跡は単独で検出されたが、調査区の南側か ら東側に延びる丘陵

地上 には、当該期を含む縄文時代集落の展開が確認されてお り、丘陵の西向き斜面部に位

置す る本住居跡は集落の末端部である可能性が高い。出土 した遺物 は、前期後葉の蜆ケ森

式期～福浦上層式期が主体を占めていると思われるが、混在する状況で出土 しており、明

確な時期差を示す状況ではない。

また、羽状縄文 。斜縄文のみ施文 される破片が大半を占め、朝 日下層式期以降に比定さ

れる撚糸文施文のものは、遺構外出土遺物を含めて も僅かであり、本住居は朝 日下層式期

には廃絶 していたと考えたい。

焼壁土坑 は南端 と中央部に集中 して検出 した。 これ らの上坑か らは炭化物以外の遺物 は

出土 していない。出土炭化物の放射性炭素年代測定を行 ったところ、 ほとんどの炭化物が

7世紀末か ら 8世紀の年代を示 した。

井戸跡 7基 は調査区を横断する規則的な配列で検出されている。 この配列 は水脈を追 っ

て開≧された結果、直線状に並列 した様に見える、いわば二次的な産物 と捉え られ、規模・

形態 。長軸方向等 に類似点が多いことか ら、 ほぼ同時期の所産ではあるが、個々の同時性

はそれほどないものと推測される。

なお、素掘 り井戸の場合、特定する根拠 に乏 しく、今回 も形状・覆土の状況か ら丼戸跡

として報告 したが、配置状況・ 占地状況 にやや疑問な点 もあり、他の遺構の可能性 も考え

られる。類似す る遺構 としては、本遺跡の南方約 500mに 位置する晩期の野下遺跡で報告

された縄文時代の落 とし穴が挙 げ られる (稲 田 1998)。 この遺跡では約 75mに わたって 9

基の落 とし穴がほぼ一列に並んで検出されて折 り、本遺跡 と時期的に隔たりがあるが、丘

陵斜面部の変換点付近に直線的に配列 されていることか ら、同種の遺構であった可能性を

指 摘 して お き た い。
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附編 1

境野新扇状地上壌層の層序

パリノ。サーヴェイ株式会社

1.は じめに
富山市の中心市街地か ら西方へ 5 kmほ ど、広義の富山平野を東西 に 2分す る呉羽山丘

陵が北東―南西方向に伸びている。 この呉羽山丘陵の西側に境野新扇状地は広がっている。

近年の開発に伴い、境野新扇状地上では発掘調査が多数行われ、旧石器時代か ら縄文、古

墳、奈良・ 平安および中世に至 る各時代の遺構や遺物が確認されている。それ らの遺物包

含層であり、遺構の検出面を含む扇状地上の土壌層の層序 は、遺跡の基礎情報 として重要

な位置を占めている。 しか し、 これまでは例えば南関東地方 におけるローム層の層序のよ

うな標準土層の設定 はな く、年代観や遺物 との層位関係 も十分に確立 されてはいない。

当社ではこれまでに、その基本層序の確立を目的 として、向野池遺跡をはじめとする各

遺跡でテフラ分析等の分析調査を行 ってきた。そ して、対比指標 となりうる火山ガラスの

濃集層準を確認 し、遺物包含層 との層位関係や土壌層の厚 さ、そ して火山灰土層に良 く認

め られる黒色土 と褐色土の層位関係などか ら、当初 はこれを縄文時代 に降灰 した鬼界アカ

ホヤ火山灰 (K― Ah)に 同定 した (町 田 。新井 1978)。 しか し、その後 この火山ガラスの
屈折率測定を行 うことにより、 これが旧石器時代の約 2.5万 年前 に降灰 した姶良 Tn火 山
灰 (AT)で あることが判明 した (町 田 。新井 1976)。 境野新扇状地の堆積物 は、一見関
東 ローム層に代表される火山灰土層に類似するが、土層の厚 さ、遺物の出土状況などと火

山灰の推定降灰層準の層位関係などか ら、その形成過程 について同一視できないものであ

ることが明白となった。

その後周辺の調査資料がさらに加わ ったのを機会に、富山市教育委員会諸氏 との協議を

重ね、同扇状地付近の基本層序やその形成過程 について、遺跡毎の成果を越えてまとめる

こととした。また併せて、既報 (富 山市教委 2000)の 向野池遺跡および境野新遺跡 におけ

るテフラ同定結果について、 ここで訂正することに したい。 さらに、本報告では境野新扇

状地扇頂部の西に位置する高位段丘上に立地する開 ヶ丘中山Ⅳ遺跡の基本層序 についても

取 り上 げる。高位段丘 は境野新扇状地よりも古い扇状地であるが、その表層における土壌

層の形成 は境野新扇状地上 と同様の環境であったと考え られる。 したが って、開 ヶ丘中山

Ⅳ遺跡 における土壌層の層序は、境野新扇状地上の上壌層を考える上で良い比較対照資料

となるのである。

なお、今回富山市教育委員会関係者の皆様が、 このような機会を与えて下 さいましたこ

とについて、心より感謝致 します。

2.境野新扇状地の地形・地質概要
境野新扇状地は、砺波平野 と富山平野を分ける中央部丘陵を構成する射水丘陵 と呉羽山

丘陵との間に形成された開析扇状地である。扇状地 は、海岸方向の北側に向か って開いて

おり、同方向に緩 く傾斜 している。扇状地の西側は射水丘陵によって、東側 は呉羽山丘陵

によって限 られている。また、扇頂部付近の西側には現在 ゴルフ場 となっているやや傾斜

の急な開析 された斜面が広が り、扇頂部付近の東側には、井田川の沖積低地 との間に扇状
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境野新扇状地

常願寺川扇状地

1境野新遺跡  2向 野池遺跡
3北押川C遣跡 4池 多東遺跡
6開 ヶ丘中山V遺跡

神通川扇状地

9    1     ?km

図22 境野新扇状地の位置 富山県 (1992)の部分を簡略化・加筆

図23 調査地点の位置
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地よりも一段高い台地が北北東方向に細長 く伸びている。 これ らの扇状地を囲む地形のう

ち、扇頂部付近西側の開析 された斜面および同東側の台地は、いずれ も境野新扇状地より

も古い隆起扇状地であり、それぞれ高位段丘、中位段丘 に区分 されている (富 山県 199里 )。

そ して境野新扇状地 は、 これ らより新 しい隆起扇状地であり、低位段丘に区分されている

(富 山県 1992)。 各段丘の形成年代 については、高位段丘 は50～ 15万年前、中位段丘 は15～

5万年前、低位段丘 は 2万年前頃の氷期の海面低下期 という年代が推定されている (藤井

2000)。 なお、前述のように本文では高位段丘上に位置す る開 ヶ丘中山Ⅳ遺跡の分析結果

も対照資料 として取 り上げる。

境野新扇状地礫層を構成する礫の種類 は花南岩 と凝灰岩が多 く、その他泥岩、チャー ト、

変成岩なども見 られる。 これ らは後背の第二紀層や、飛騨帯や飛騨外縁帯の中古生層 に由

来すると思われる。富山県地質図 (富 山県 1992)に よると、井田川水系 は第二紀層が主体

であり、花南岩や変成岩などの中古生層は分布 しない。 このことか ら、境野新扇状地 は井

田川のみでな く、現在の神通川水系 も合流 した河川によって形成されたと考え られている

(癖終〉12000)。

境野新扇状地礫層の上位 には、扇状地が段丘化 した後 に形成 された土壌層が堆積する。

この上壌層の下底部 には、扇状地礫層 に由来する砂礫が含まれてお り、また下部 もかなり

粘土質である。 これは、段丘化 により砂礫層を堆積 した河道が移動 した後 も、扇状地上で

は降雨時などに氾濫堆積があったことを示唆 している。土壌層の中部以上 は、風成土壌の

層相を呈する。

3。 層序対比の方法

層序対比には、発掘調査時に観察 される土層の色調や質感などの外見上の層相の特徴だ

けではな く、それ以外の指標 も必要である。 この場合最 も有効な指標はテフラ層であるが、

テフラ層 は、 どこで もどの層位で もあるとは限 らない。また、細粒の砕屑物か らなるテフ

ラは、土壌層中では拡散 し、テフラ層 として認め られないことも多い。境野新扇状地上の

遺跡の発掘調査により確認 された土層断面では、いずれの場所において もテフラ層 は明瞭

には確認 されていない。そこで、対比指標 として、土壌層の母材を構成する砂粒中の重鉱

物組成を用いる。土壌層における重鉱物組成に層位的な変化があれば、それは母材の供給

事情の変化を示唆 し、その変化が広域かつ同時に起 こった現象である場合には、その地域

内での上壌層における時間指標 となり得 る。また、細粒の火山ガラスなどか らなるテフラ

が拡散 している可能性 もあることか ら、土壌層中の火山ガラスを検出 し、その量比の層位

的な変化か ら、降灰層準を推定する火山ガラス比分析 も行 う。さらに、火山ガラスについ

ては、その由来するテフラを特定するために、屈折率の測定を行 う。各分析処理の手順は

以下の通 りである。

a)重 鉱物分析
試料約40gに 水を加え、超音波洗浄装置を用いて粒子を分散 し、 250メ ッシュの分析舗上

にて水洗 して粒径が 1/16mmよ り小 さい粒子を除去す る。乾燥 させた後、舗別 して、得 ら

れた粒径 1/4mm-1/8mmの 砂分を、 ポ リタングステン酸ナ トリウム (比重約 2.96に 調整)に
より重液分離 し、得 られた重鉱物を偏光顕微鏡下 にて250粒 に達す るまで同定す る。同定

の際、不透明な粒については、斜め上方か らの落射光下で黒色金属光沢を呈するもののみ
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を「不透明鉱物」 とする。「不透明鉱物」以外の不透明粒および変質等で同定の不可能な

粒は「その他」 とする。

b)火 山ガラス比分析
重液分離 により得 られた軽鉱物中の火山ガラスとそれ以外の粒子を、偏光顕微鏡下にて

250粒 に達す るまで計数 し、火山ガラスの量比を求める。火山ガラスは、 その形態 により

平板状のバ ブル型、破砕片状の中間型、発泡 した塊状の軽石型の 3つ の型に分類す る。

c)屈折率測定
MAIOTを 使用 した温度変化法 (古澤 1995)を 用いた。

4.各 地点の土壌層記載
(1)境野新遺跡
扇頂部付近東部の呉羽山丘陵南西端部直下に近い扇状地上に位置する。

a)上 層断面 と試料
試料の採取 された土層断面の柱状図 と試料の採取層位を、分析結果を示 した図 3に 併記

する。 26層 以上の土層 はやや粘土質の黒色の風成土壌いわゆる黒ボク土であり、 27層 は黒

褐色の腐植質 シル ト層、 28層 はシル ト質粘土層で上部の黄褐色土層 と下部の黄色土層 とに

細分され、 28層 の下位 はシル ト質粘土の淡黄灰色土層である。縄文時代の遺物包含層 は27

層に認め られている。なお、分析 には10

点の試料を選択 した。

b)分 析結果 (図 24、 図 29)
重鉱物組成 は、 10点 の試料 ともに斜方

輝石 と角閃石がほぼ同量で多 く、少量の

不透明鉱物を伴 う組成である。火山ガラ

スは、 27層 下部の試料番号 1～ 3に やや

不明瞭ではあるがバ ブル型火山ガラスの

濃集が認め られ、その下位の28層 上部の

試料 にも少量～微量のバブル型火山ガラ

スが含まれる。各試料に認め られたバブ

ル型火山ガラスは、無色透明のものが多

いが、褐色を帯びたものも微量混在する。

火山ガラスの屈折率 は、 n■498～ 1.501で

あり、 1.499～ 1.500に 高 い集中度 を示す。

このような値を示すバ ブル型火山ガラス

か らなるテフラはATよ りほかにはない
とされている (町 田・新井 1992)。

(2)向 野池遺跡
扇頂部付近、境野新遺跡より西側 に位

置する。

1)平成 11年度調査区

345-――
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名
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準
土
層
名

ｍ昔画標

350-――

340-――

0          50        100 0          50         100

凡例 固 シル ト  物 斜方輝石   ロ バブル型火山ガラス
匡ヨ粘土   匡目角閃石    饉塑その他
回コ黒ボク土  霞曇酸化角閃石
区コ腐植質層 匡コザクロ石

■■不透明鉱物

園国その他

図24 境野新遺跡における土壌層の重鉱物組成 。
火山ガラス比
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a)土 層断面 と試料
土層断面 は、発掘調査所見により上位 より 1、 2、 3、 5、 6、 7、 11の 各層に分層さ

れている。 1層 はいわゆる表土攪乱層であり、 2層 および 3層 は黒褐色の土壌化 したシル

ト層であ り、厚 さはそれぞれ20cmと 10cmほ どである。 5層 と 6層 は黒色の土壌化 した シ
ル ト層であり、厚 さは 5層 が 10cmほ ど、 6層 が 25cmぐ らいある。 この 5層 と 6層 は、奈

良時代の遺物包含層 として確認 されている。 その下位 に厚 さ 5～ 10cmの 黒褐色の粘土質

シル ト層である 7層 をはさんで、厚 さ約 40cmほ どの 11層 が堆積する。 11層 は黄褐色を呈す

るシル ト質粘土層である。 11層 の下位 には黄白色のシル ト質粘土層の堆積が認め られてい

る。

試料 は、 5層 上面か ら11層 の下位の黄 白色 シル ト質粘土層 まで、厚 さ 5 cmで 連続 に試

料番号 1～ 22ま でが採取 された。試料番号 1～ 2は 5層、試料番号 3～ 8は 6層、試料番

号 9は 7層、試料番号 10～ 14は 11層 、試料番号 15～ 22は 11層 下位の黄 白色 シル ト質粘土層

にそれぞれ相当する。

分析では、各層につき 1点 を基準 とし、

た。試料の採取 された土層断面の柱

状図 と試料の採取層位を、分析結果

を示 した図 4に 併記する。

b)分 析結果 (図 25、 図 29)
重鉱物組成 は、 5点 の試料 ともに

斜方輝石 と角閃石がほぼ同量で多 く、

少量の不透明鉱物を伴 う組成である。

最下位の試料番号 18で は、角閃石の

方がやや多い。 また、試料によって

は微量の酸化角閃石、 ジルコン、ザ

クロ石、緑 レン石を含む。

火山ガラスは、試料番号 11に バ ブ

ル型火山ガラスの濃集が認め られ、

その上位の試料 には少量のバブル型

火山ガラスが含まれる。最下位の試

料番号 18に は火山ガラスはほとんど

含まれない。各試料 に認め られたバ

ブル型火山ガラスは、無色透明の も

試料番号 2、 6、 9、 11、 18の 計 5点 を選択 し

のが多いが、褐色を帯びたものも微量混在す る。火山ガラスの屈折率は上述 した境野新遺

跡のものとほぼ同様であり、 この火山ガラスはATに 由来す る。
2)平成 12年度調査区
a)上 層断面 と試料
盛上下 には、厚 さ約 20cmの 現耕作土層があり、その下位 に厚 さ約 30cmの 黒色土層が認め

られる。黒色土層 は上部 10cmほ どに酸化鉄が少量含 まれ、また下部 20cmほ どはやや粘土質

である。黒色土層 の下位 には厚 さ 5～ 10cmの 灰褐色土層が認め られる。上位の黒色土層

との層界 は、植物根などによると思われる撹乱で波状 となっている。灰褐色土層の下位に
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凡例

匡ヨシルト  厖羽斜方輝石 匡コザクロ石  □ バブル型火山ガラス
Eヨ粘土   璽 角閃石  ■■不透明鉱物 国 中間型火山ガラス
匠コ腐植質層 匡コジルコン 踵騒その他   踵國その他
匠コ腐植質層 (淡色)

匹コ火山灰

図 盛上

図25 向野池遺跡平成11年度調査区における土壌層
の重鉱物組成・火山ガラス比

火山ガラス比
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は厚 さ約 40cmの 黄褐色土層が認め られ、 さらに下位には黄褐～灰 白色土層が認め られる。

黄褐色土層の下部 15cmほ どはより粘土質であり、下位の黄褐～灰白色土層 は粘土層である。

試料 は、現耕作土層上面か ら黄褐～灰白色土層上部 まで、厚 さ 5 cmで 連続 に試料番号

1～ 22ま でが採取 された。試料番号 1～ 5は現耕作土層、試料番号 5～ 11は 黒色土層、試

料番号 11、 12は 灰褐色土層、試料番号 12～ 20は 黄褐色土層、試料番号 21、 22は 黄褐～灰白

色土層にそれぞれ相当する。

分析では、現耕作土層下部か ら黄褐～灰白色土層上部 までの偶数番号の試料 10点 を選択

した。試料の採取 された土層断面の柱状図 と試料の採取層位を、分析結果を示 した図 5に

併記する。

b)分析結果 (図 26、 図 29)
重鉱物組成 は、現耕作土層下部

の試料番号 4か ら黄褐～灰白色土

層上部の試料番号 22ま でほぼ同様

である。すなわち、斜方輝石 と角

閃石を主体 とし、微量～少量の不

透明鉱物を伴 う組成である。角閃

石の方が斜方輝石より若干多 く、

黄褐色土層下部でその傾向はやや

顕者となる。また、黒色土層では、

他の層位 に比べて「その他」 とし

た未分解粒が多いことが特徴であ

る。

火山ガラス比では、灰褐色土層

の試料番号 12に 無色透明のバ ブル

型火山ガラスの濃集が認められた。

このバ ブル型火山ガラスは、上位

の黒色土層 にも少量ではあるが含

まれる。火山ガラスの屈折率 は上

述 した境野新遺跡の ものとほぼ同

様であり、 この火山ガラスはAT
に由来す る。

(3)北押川 C遺跡
扇頂部付近、向野池遺跡より南南西側に位置する。扇状地礫層が確認 され、その上位に

堆積す る厚 さ80cmほ どの上壌層 について火山ガラス比分析を行 った。分析の結果、現表

土直下の暗褐色土層下部 にATに 由来する火山ガラスの濃集を検出することができた。
なお、土層断面および分析結果の詳細は P31～ P33を 参照のこと。

(4)池多東遺跡
扇頂部付近、向野池遺跡よりも南西方 に位置する。
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図26 向野池遺跡平成12年度調査区における土壌層
の重鉱物組成・火山ガラス比
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a)土 層断面 と試料
層序の確認および試料の採取 は、調査区南西隅に設定 された土層断面で行 った。 この断

面の層序を基本土層 とする。発掘調査所見では、上位より 1層 か ら 8層 まで分層 されてお

り、 この層位に従 って当社員により上層断面観察 と試料採取を行 った。

1層 は、厚 さ約 40cmほ どの現耕作土であり、黒褐色を呈するいわゆる黒ボク土である。

砂分を比較的多 く含み、赤褐色粒や炭化粒が顕著である。 2層 は、厚 さ約 15cm、 黒褐色
の黒ボク土である。やや粘土質であり、上位の耕作土層に含まれる赤褐色粒や炭化粒など

は認め られない。おそらく人為による撹乱を受 けていない土層であると考え られる。 3層

は、暗灰褐色の粘土質 シル トの土壌層であるが、下位の層 との層界は大 きく波打 ってお り、

層厚 は最 も薄いところで 8 cm程 度、厚いところでは20cmほ どになる。上位の黒 ボク土層

か ら下位の褐色土層への漸移層の様相を呈する。 4層 は、暗黄褐色を呈するシル ト質粘土

の上壌層であ り、微量の粗砂を含んでいる。 いわゆるローム層を呈 し、層厚 は10cmほ ど

であるが、 3層 により分断され、 ブロック状になっている部分 もある。本層の上面が、縄

文時代中期後葉の住居跡の検出面 とされている。 5層 は厚 さ10数 cmの 黄褐色を呈す るシ
ル ト質粘土の土壌層、 6層 は厚 さ約 15cmの 黄灰色を呈す る粘土質の土壌層である。 6層

には径 7mm程 度の円礫が微量含まれている。 7層 は、厚 さ約 20cmの 灰色を呈する細砂混
じりの シル ト質粘土層であり、局所的に酸化鉄 により橙色を呈する部分が 8層 とされてい

る。 7層 の下位 には、径数 cmの 円礫を含む砂礫層が確認された。
試料 は、現地表面の 1層最上部より厚 さ 5 cmで 連続 に砂礫層直上の 7層下底まで合計 2

3点 を採取 した。分析では、 1層
最下部か ら 7層最下部までの奇数

番号の試料 9点 を選択 した。土層

断面 と試料の採取層位および試料

番号を、分析結果を呈示 した図 6

に併記する。

b)分 析結果 (図 27、 図 29)
重鉱物組成 は、 1層 最下部の試

料番号 7か ら 6層 上部の試料番号

17ま でほぼ同様である。すなわち、

斜方輝石 と角閃石を主体 とし、微

量～少量の不透明鉱物を伴 う組成

である。角閃石の方が斜方輝石よ

り若干多 く、 4層 の試料番号 13で

その傾向はやや顕者 となる。 6層

下部の試料番号 19で は、斜方輝石

と角閃石が多い組成ではあるが、

少量の緑 レン石を含み、不透明鉱

物の量比 も上位より多 くなる。 7

層および 8層 で は、「その他 Jと
した未分解粒が多いことが特徴で
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図27 池多東遺跡における土壌層の重鉱物組成・
火山ガラス比

柱状図凡例      凡例
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国 粘土 羹 酸化角閃石匡コその他

火山ガラス比
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あるが、同定 された鉱物では緑 レン石が多 く、 こ

く、微量～少量の斜方輝石を伴 う組

成である。

火山ガラス比では、 3層 の試料番

号 11に 無色透明のバ ブル型火山ガラ

スの濃集が認め られた。 このバブル

型火山ガラスは、 5層 および 1層 ま

で少量ではあるが含まれる。火山ガ

ラスの屈折率 は上述 した境野新遺跡

のものとほぼ同様であり、 ATに 由
来する。

(5)開 ヶ丘中山Ⅳ遺跡
扇頂部付近の西側に広がる高位段

丘面上 に位置する。

a)土 層断面と試料
G区 の トレンチ Gで は、土層 は上

位より 1層～ 7層 に分層されている。

れに次いで角閃石および不透明鉱物が多

試

重鉱物組成     火山ガラス比

69 5-――

1層 および 2層 は表土層 とされ、 1層 は暗

褐色を呈する耕作上である。 3層 は古代 。

縄文時代遺構の検出面であり、 4層以下 は

地山とされる黄褐色を主体 とする土層であ

る。 これ らのうち、 4層 は暗黄褐色、 5層

は黄褐色、 6層 は淡黄褐色、 7層 は黄白色

という色調の違いが認め られる。試料 は 1

層か ら 7層 まで、 5 cmの 厚 さで連続 して

表層 よ り深度 75cmま で採取 され、上位 よ

り a～ oの 試料名が付 されている。土層断

面 と各試料の採取層位を柱状図に して、分

析結果を示 した図 7に 併記する。 これ らの

うち、分析の対象 としたのは 4層 か ら 7層

までの試料であり、各層より 1点 ない しは

2点 とい う間隔で試料 f(4層 :25～ 30c
m)、 h(5層 上部 :35～ 40cm)、 j(5
層下部 :45～ 50cm)、 1(6層 :-55～ 60cm)、
o(7層 :70～ 75cm)の 5点 を選択 して、
重鉱物・ 火山ガラス比分析を行 う。

b)分析結果 (図 28、 図 29)
分析を行 った 5試料では、角閃石が多 く

中量～少量の斜方輝石 と少量の不透明鉱物

図29
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図28 開ケ丘中山Ⅳ遺跡における土壌層の重鉱物組成・
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を伴 う類似 した重鉱物組成がみ られる。層位的な変化はほとんど認め られないが、上位の

上層において斜方輝石が若干多い傾向が認められる。

火山ガラスは、無色透明のバブル型火山ガラスが試料 fに 約30%含 まれてお り、下位の

試料 hで 約 20%あ り、それより下位の試料 にはほとんど含まれない。火山ガラスの屈折率

は上述 した境野新遺跡のものとほぼ同様であり、 ATに 由来する。

5.土壌層の層序
(1)標準層位の設定
前項で述べた 4箇 所 5断面の土層記載 は、厚 さや色調の表現などがそれぞれ異なるが、

ほぼ共通 した層位区分であることが見出せる。また、いずれの断面で もATの 火山ガラス
の濃集層準を認めることができた。 これにより、各地点の層位を以下のように整理するこ

とができる。

I層

Ⅱ層

Ш層

Ⅳ層

V層

Ⅵ層

Ⅶ層

耕作土層

黒色土層

灰褐色土層

黄褐色土層

明黄褐色粘土層

砂混 じり粘土質 シル ト層

扇状地礫層

標高 lm)池
多東遺跡

395標~準
土

層 層
名 名

向野池遺跡
平成12年度

標
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翻o墾  稲ω脚　　標準土酢能
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郷
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図30 対比図
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なお、各土層断面の火山ガラス比分析か ら、Ⅲ層にはATの 降灰層準が推定 される。特
に、向野池遺跡平成 12年 度調査区の断面では、火山ガラスの量比が多 く、 しか も量比の ピ

ークの下位では火山ガラスの量 は急減 してお り、 ピークの層準が非常に明瞭である。 AT
の噴出年代 については、最近の研究例 (松本 ほか、 1987;村 山ほか 1993;池 田ほか 1995な

ど)に よ り約 2.5万 年前頃 と考え られている。 したが って、 Ⅲ層の形成年代 は、 その前後
ということになる。 これに従えば、 ATが 降灰 した頃には、境野新扇状地上にはすでに厚
さ50cm以 上の土壌層が形成 されていたことになるか ら、境野新扇状地の段丘化 した年代

は、 2.5万年前よりもさらに数万年古 くなる可能性がある。

(2)段丘化の年代
前述のように境野新扇状地 は低位段丘 に区分 されている (富 山県 1992)が、今回得 られ

た土壌層中のATの 層位か らは、 2万年前頃という低位段丘の年代観 (藤井 2000)と は合
わない。 しか し、 15万 ～ 5万年前 とする中位段丘の形成年代 に比べると、やや新 しい感 は

ある。中位段丘の形成年代の根拠の一つは、中位段丘礫層の上位の土壌層中に、 5万年前

頃に噴出 したとされる大山倉吉テフラ (DKP:町 田・ 新井 1979)が確認 されていること
である (藤井 2000)。 今回の土層断面の うち、扇状地礫層までの土層が確認できたのは池

多東遺跡および北押川 C遺跡であるが、土層断面観察および分析において現時点ではDK
Pは 検出されない。 この 2例 のみでは決 して充分 とは言えないが、現時点では、境野新扇

状地の段丘化が DKP降 灰以前であるという確証 は得 られていない。すなわち、境野新扇
状地の区分 としては、古い時期の低位段丘か新 しい時期の中位段丘か、 ヽヽずれかの可能性

があると述べるに留まる。

さて、 このように未だ境野新扇状地の段丘形成年代を確定するに至 らないが、年代観 と

しては 4～ 5万年前頃 と考えて大 きくはずれることはないといえる。段丘編年 と旧石器編

年 との対比が進んでいる南関東地方 との比較では、境野新扇状地の段丘 は、およそ立川面

の中で も最 も古い T cl面 に対比 される可能性がある。 この場合、 ATを 指標 とすると、
Ⅲ層以上 は立川 ローム層の上半部以上 に対比 され、Ⅳ層以下 は立川 ローム層の下半部以下

に対比される。

(3)土壌層の成因について
今回Ⅶ層 とした砂礫層 は、境野新扇状地を構成する砂礫層の最上面 に相当する。扇状地

の形成終了は、扇状地礫層の堆積の終了 として捉え られている (斉藤 1998)か ら、その上

位のⅥ層 は、扇状地形成終了後の堆積層である。 このⅥ層 は、扇状地表層を覆 う細粒堆積

物 (斉藤 1998)に 相当するものと考え られる。同者 には、 この細粒堆積物 について、砂礫

層を堆積 した河道が移動 した後の何回かの氾濫堆積物あるいは放棄された河床が洪水時の

水流路 となり、そこか ら溢流 した氾濫水に含まれていた細粒物質が堆積 した氾濫堆積物で

あるなどの成因が紹介 されている。

V層 は、下位のⅥ層 とは重鉱物組成が大 きく異なることか ら、その成因 もⅥ層 とは異な
る可能性がある。地形発達史的に考えれば、扇状地の形成が終了 し、その名残の氾濫堆積

によりⅥ層が堆積 し、やがてほぼ離水 した段階で表層に形成 された土壌層が V層 であると

考え られる。ただ し、細礫を含むことや池多東遺跡のV層下部の重鉱物組成でⅥ層 に多い

緑 レン石を少量含むことなどか ら、 V層形成時にも、 ごくまれに氾濫堆積があった可能性
がある。
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Ⅳ層以上の土層 は、おそ らく境野新扇状地が完全に離水 した段階で形成 された土壌層で

あると考え られる。重鉱物組成 は土壌層の母材の由来を示 し、その層位的な変化は、母材

の供給事情の時期的な変化を示唆するとみてよい。境野新扇状地の地理的および地質学的

な位置を考慮すれば、斜方輝石は富山平野周縁の丘陵を構成す る新第二紀の凝灰岩や火砕

岩に由来すると考え られ、角閃石 はその背後の飛騨山地 に広 く分布する花南岩類に由来す

る可能性がある (日 本の地質「中部地方 Ⅱ」編集委員会 1988)。 したが って、母材の供給

源はこれ らの地質に由来する砕屑物を多 く含む富山平野の河川堆積物であると考え られる。

おそ らく、砺波平野や富山平野を流れる大小河川の植生にあまり覆われていない河原か ら、

風などによって砕屑物が境野新扇状地上に供給されたと考え られる。層位的な重鉱物組成

の変化が明瞭ではないことは、境野新扇状地が離水以降現在に至 るまでの時期 において、

上記の供給事情を大きく変化させるような事件がなかったことを示唆する。一方、関東 ロー

ム層のように、母材中の重鉱物のほとんどが火山噴出物に由来するような土壌層の場合に

は、火山噴火 という事件によって土壌層の重鉱物組成が層位的に比較的明瞭に変化す るこ

とを当社 における多数の分析例で確認 している。

Ⅲ層およびⅡ層 も同様に風成上壌層であると考え られるが、黒味を帯びたその色調 によ

り、下位の黄褐色土層 と明瞭に区別される。類似の例は、火山灰土層における黒ボク土層

とローム層の関係がある。東 日本の台地上などでは、境野新扇状地上で認め られた土層断

面 と同様 に、地表下数 10cmか ら lm程 の厚 さの黒 ボク土層の下位 に褐色火山灰土である
ローム層が認められることが多い。また、多 くの地域において黒ボク土層の基底付近の層

位が約 1万年前頃の年代に相当す ることが指摘されている。 この黒ボク土層の成因につい

ては古 くか ら研究 されているが、概ねその生成条件 として草原植生であることが必要 と考

え られている (加藤 1964、 山根 1976、 佐瀬 ほか 1990な ど)。 また、黒い色調の原因は、燃焼

炭粒子 (微粒炭)で あり、その由来を人間による野焼 きや山焼 きであるとも考え られてい

る (山野井 1996)。 境野新扇状地 におけるⅢ層や Ⅱ層の土壌 としての性質 (例 えば腐植含

量やその形態など)は 未調査であるが、黒ボク土 と同様の風成上壌であるか ら、Ⅲ層およ

びⅡ層の色調 は、何 らかの環境変化を示唆する可能性がある。Ⅲ層 はATの 降灰層準 に相
当す るか ら、境野新扇状地では、約 2.5万 年前以降 と以前で風成土壌の生成条件 に大 きな

変化があったのであろうか。ただ し、土壌化作用による色調の変化 は、その層位を構成す

る母材の堆積 よりも後に起 こるものであるか ら、環境の変化 はAT降 灰以降のいつ頃のこ
とかは不明である。 これ らのことは今後の課題 としておきたい。

(4)ま とめ
今回、境野新扇状地における各地点の土壌層中よりATを 検出 し、また重鉱物組成を明
らかに したことにより、扇状地上の土壌層の層序対比を行 うことができた。 さらに、段丘

化の年代や土壌層の成因について も考察 した。今後 は、土壌の理化学性や包含される微化

石の産状 (微化石の中では特に植物珪酸体の産状が有意な情報になると期待 される)な ど

を調べることにより、土壌層形成当時の周辺の環境について検討 したい。扇状地上の環境

変遷を推定することができれば、本扇状地上の遺跡の分布やその変遷を考える際の基礎資

料にもなり得 ると考える。
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附編 2

富山県内の縄文時代竪穴住居 について～前期か ら中期 にかけて～

堀沢 祐―

1.は じめに
北押川 C遺跡か ら縄文時代前期後葉の竪穴住居跡が 1棟検出された。富山県内では縄文

時代の前期遺跡の発掘調査は少ない。竪穴住居跡 は立山町吉峰遺跡、八尾町長山遺跡、朝

日町柳田遺跡、福光町神明原A遺跡、上市町極楽寺遺跡などで検出されている。

ここでは、県内の前期か ら中期までの竪穴住居の特徴について概観 してみたい。

2.前 期竪穴住居跡の様相 (第 31032図 )
前期中葉の様相 吉峰遺跡で 10棟 検出されている。方形 は 2棟 で 1号住居 (3m四 方 )
と 2号住居 (3.5m四方)が ある。 ともに柱穴、炉は確認 されていない。主柱を立てない構
造の竪穴住居跡になると考え られる。

円形 は4棟 で、すべてに張 り出 しの ピッ ト (貯蔵穴)を 持つ。 10号・ 12号・ 15号・ 61号

住居である。 10号住居 (直径約3.5m)と 12号住居 (直径約4.5m)は 柱配列が 2重 で特徴的

である。壁際に 1列 、さらにその内側に 1列 の柱穴が巡 る。報告書では外側の柱列が主柱

で、内側の柱列 は補助的な柱 としている (立 山町教委 1975)。 10号住居は外側 に 7本、内

側に 6本 ある。柱穴の大 きさは内側 と外側 ともほぼ直径約 20cmで、同規格である。 12号住

居は外側に10本、内側に 6本 ある。柱穴の大 きさは外側 20～ 40cm、 内側は25～ 40cmで ある。

主柱 と補助柱の柱穴の大 きさは変わ らない。

15号住居は主柱 5本 で、直径約 4mで ある。住居内の壁 に沿 って幅 20～ 70cmの ベ ッ ト状
遺構がある。 61号 住居 は主柱が 9本 で、直径約 7mで ある。柱穴 は壁際か ら30～ 100cm離
れて設置される。 この住居は前期で最 も大 きい竪穴住居跡になる。

楕円形 は 2棟 あり、 13号・ 62号住居である。 13号 住居 は主柱 は11本 で、壁際に沿 って設

置 される。長軸 4.5m、 短軸 4mを 測 る。 これ らの住居では、炉 と貯蔵穴を結んだ ライ ン
を主軸 とすると、柱穴はほぼ対称 に配置される。

住居内の施設は、炉、貯蔵穴、ベ ット状遺構がある。炉は地床炉で住居跡のほぼ中央に、

貯蔵穴 は住居の隅に作 られる。貼床 は認められていない。

前期後葉の様相 吉峰遺跡 と長山遺跡か ら12棟検出されている。平面形態は中葉 に存在
した円形がな く、馬蹄形が出現する。

方形 は吉峰遺跡33号住居の 1棟 のみである。主柱 は 9本 で壁際に巡 り、大 きさは長辺 5

m、 短辺 3mで ある。住居の南側 lmに 貯蔵穴が作 られる。

長円形 は 4棟 ある。吉峰遺跡 14号・ 17号・ 31号・ 32号住居で、すべてに張 り出 しピット

が付属する。 17号 住居 は主柱 6本、長軸 6m、 短軸 4mで ある。31号住居 は主柱 9本 で壁
際か ら10～ 70cm離 れる位置に設置され、長軸 4m、 短軸 6mに なる。 17号 と31号 住居 は地

床炉が 2基作 られる。

馬蹄形 は 3棟 ある。36号住居では主柱 7本、 16号住居では主柱 6本 か ら構成 される。

前者 は長軸 3m、 短軸 2.5m、 後者 は長軸 4m、 短軸 3.5mを測 る。 ともに柱配列 は不規則

で住居跡の主軸で対称 にはならない。
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長山遺跡 1号住居 は馬蹄形で、長軸 4m、 短軸 3.65mを 測 る。主柱 は 4本 で、炉 は地床

炉である。住居の北部分に張 り出 しがあり、住居跡に伴 うもの らしい。 また、柱穴間を結

ぶように溝が作 られる。

前期竪穴住居の特徴 平面形態 は方形 。円形 。長円形・ 馬蹄形があり、円形 と長円形が
主体である。時期的には前期中葉では円形が、前期後葉では長円形が、中期初頭では馬蹄

形が主体 とな り、各時期の前時期には、その時期の主体 となる平面形態が出現 してお り、

連続性が指摘 されている (立 山町教委 1990)。

柱穴は円形を基調 としたものが多 く、掘形 は直径 20～ 30cmが 多 く小型の柱穴で、数 も多

い。柱配列 も不規則で、主軸を意識 している場合 と意識 していない場合がある。また、柱

を住居の平面形態 に合わせて、巡 らすように配置 し、柱穴位置は壁際に接 して、構築され

ることが多い。細い柱材を数多 く使用 し、上屋を構築するようである。

住居内の施設 は、炉、貯蔵穴、ベ ット状遺構、溝がある。炉はすべて地床炉で 2基地床

炉を設置する住居 もある。貼床 は認め られない。

貯蔵穴は円形 。長円形・馬蹄形の住居にはほとんど付属 しており、神保孝三が指摘する

ように (立 山町教委 1975)、 前期中葉では住居の隅に、前期後葉では住居の付近に設置さ

れる。

3。 中期竪穴住居の様相

中期前葉の様相 (第 33・ 34図 ) 吉峰遺跡、長山遺跡、砺波市厳照寺遺跡、庄川町松原
遺跡、立山町白岩藪 ノ上遺跡、朝 日町馬場山遺跡群、同町不動堂遺跡などが挙げられる。

平面形態は馬蹄形・方形 。円形 。長円形がみ られる。馬蹄形 は吉峰遺跡の34号住居で、主

柱は 6本、長軸、短軸 ともに 6mを 測 る。平面形態は長山遺跡の 1号住居 と類似 している。
しか し、長山遺跡の住居 よりかな り大 きい。地床炉 と壁 に沿 って幅 20cm～ lmの ベ ッ ト
状遺構がある。

方形 は白石藪 ノ上遺跡の 3号住居がある。主柱は 4本 で、長軸 4.lm、 短軸 3.5mを測 る。

地床炉 とロー ト状 ピットがある。柱穴 は円形で直径約 20cmに なる。

円形 は長山遺跡や馬場山H遺跡、馬場山 G遺跡で検出されている。長山遺跡の 3号住居
は主柱 4本 で構成される。炉は地床炉である。

長円形 は長山遺跡・厳照寺遺跡・ 滝谷遺跡・ 白石薮 ノ上遺跡 。馬場山D遺跡・馬場山 F

遺跡・馬場山 G遺跡 。松原遺跡 。不動堂遺跡で検出されている。主柱 は 5～ 8、 10～ 12、

14本 である。長山遺跡 2号住居 は主柱 5本 で、長軸 4.7m、 短軸 3.4mで ある。住居内に地

床炉、 ベ ッ ト状遺構、溝を持つ。厳照寺遺跡 1号住居 は 6本 主柱で、長軸 4m、 短軸 3.1

mで ある。住居の主軸に土器埋設炉 と楕円形のピットが存在する。貼床 も検出されている。
馬場山 D遺跡 5号住居 は主柱 8本 で、長軸 8m、 短軸 4.5mで ある。地床炉 2基、 ベ ット

状遺構、 ロー ト状 ピットを持つ。

松原遺跡 4号住居 は主柱 11本 で、長軸 11.2m、 短軸 7mで ある。住居の南部分 に地床炉
と貼床がある。柱穴の掘形 は円形を基調 として、直径30～ 85cmを 測 り、 ほとんどは50cm

代である。前期の柱穴 と比較すると大 きくなる。

不動堂遺跡 2号住居は主柱 14本 で、長軸 17m、 短軸 8mで ある。最 も大 きい住居跡であ
る。炉は 4基検出され、すべて石組炉である。埋甕が 2基、周溝がある。
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中期前葉の特徴 平面形態は長円形が主体 となり、前期の竪穴住居よりも建物規模が大
型化 して くる。その代表的な住居は不動堂遺跡 2号住居である。

柱穴の配置 も壁際ではな く、壁 ぎわか らやや離れた位置に設定される。また、柱穴の形

態や大 きさも安定 し、配列 も建物の主軸を中心 として、対称に配 されるようになって くる。

このように、柱穴の規格性が強 くなってお り、前期か ら中期にかけて構築方法に変化が

あったのではないだろうか。

住居内の施設には、炉、ベ ット状遺構、溝、 ロー ト状 ピット、埋甕、貼床がある。炉 は

地床炉が多 く、石組炉 はまだ定着 していないようである。

中期中葉の様相 (第 35・ 36図 )朝 日町境 A遺跡、宇奈月町浦山寺蔵遺跡、大山町東黒牧

上野遺跡、同花切遺跡、立山町野沢狐幅遺跡、富山市杉谷遺跡、同開 ヶ丘中山Ⅲ遺跡、婦

中町小滝谷遺跡、小杉町水上谷遺跡などが挙げられる。

平面形態は円形、長円形、隅丸方形がみ られる。円形 は東黒牧上野遺跡、杉谷遺跡で検

出されている。東黒牧上野遺跡 5号住居は直径 2mで、中央に石組炉を持つ。小型の竪穴
住居跡である。杉谷遺跡 1号住居 は、直径 3.5mで、石組炉 と埋甕がある。

長円形 は東黒牧上野遺跡、野沢狐幅遺跡、水上谷遺跡で検出されている。野沢狐幅遺跡

125号 は主柱 4本で、長軸 4.5m、 短軸 3.5mで ある。柱穴 は円形で直径 は15～ 30cmと 小型で

ある。地床炉 とロー ト状 ピットが 2基 ある。

東黒牧上野遺跡 1号住 は主柱 10本 で、長軸 8.4m、 短軸 6.4mで ある。住居内には石組炉 と

柱穴の外側 に幅50cmで 高 さ10～ 20cmの ベ ット状遺構がある。その部分に 2つ で 1組 の長円

形の石が置かれている。特殊な住居跡である。 この住居が中葉では最 も規模が大 きい。

隅丸方形 は開 ヶ丘中山Ⅲ遺跡、浦山寺蔵遺跡、境 A遺跡、東黒牧上野遺跡、花切遺跡、

小滝谷遺跡、野沢狐幅遺跡で検出されている。開 ヶ丘中山Ⅲ遺跡 1号住居 は主柱 4本 、 2.6

m四方である。石組炉を持つ。東黒牧上野遺跡 4号住居 は主柱 4本 、約 3.5m四方である。

石組炉が 1基 あり、柱穴の間に溝が作 られる。

中期中葉の特徴 平面形態は隅丸方形が主体 となり、主柱は 4本 と 5本 が圧倒的に多 く
なる。 5本主柱はホームベース状に五角形に配置される。

また長円形の住居跡 は前葉の形態を引き継 ぐものとされてお り (富 山県教委 1974)、 長

軸が 7～ 8mを 測 る。それとは逆 に直径 2mの 円形や 1辺が約 2.5mの 方形の小型の竪穴住

居跡の出現 もこの時期の特徴 と言える。

住居内の施設には、炉、ベ ット状遺構、溝、 ロー ト状 ピット、貼床がある。炉 はほとん

どが石組炉で この時期にはかなり定着する。

中期後葉の様相 (第 37図 )中期後葉では、朝 日町下山新遺跡、富山市北代遺跡、浦山寺

蔵遺跡、大沢野町直坂遺跡、同布尻遺跡、城端町西原 A遺跡などが挙げられる。平面形態

は馬蹄形 と方形がみ られる。

馬蹄形 は北代遺跡、西原 A遺跡、直坂遺跡でみ られ、北代遺跡 1号住居 は主柱 4本、長

軸 4.9m、 短軸 4.3mで あり、石組炉 とベ ッ ト状の遺構がある。西原 A遺跡 は主柱 7本、長

軸 4.6m、 短軸 4.6mで ある。北代遺跡 と同様石組炉 とベ ット状遺構がある。直坂遺跡 2号 。

3号 。5号住居 は主柱が 5本 と 8本 である。 4号住居が最大で長軸 7m、 短軸 6.5mに な

る。炉、ベ ット状遺構、溝、埋甕が作 られ、炉は石組炉で一部 は複式炉である。

方形 は直坂遺跡、下山新遺跡がある。直坂遺跡 1号 。3号住居で 4本主柱、石組炉、埋
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甕、溝が作 られる。

中期後葉の特徴 馬蹄形 と方形がみ られが、円形がな くなる。住居内の施設には、炉・
ベ ット状遺構・ 溝・ 埋甕・貼床があり、炉の一部 は複式炉 になる。

4。 まとめ

このよ うに、前期 中葉 か ら中期後葉 にか けての平面形態 を中心 に竪穴住居跡 の様相 を概

観 して きた。各時期 によ り特徴があ ることがわか る。前期 中葉 で は円形、前期後葉 か ら中

期前葉 にか けて は長 円形、 中期 中葉 で は隅丸方形、 中期後葉 で は方形 か馬蹄形 にな る。

北押川 C遺跡か ら検 出された S101は 、平面形態が長 円形 で主柱 の本数 が多 く壁 ぎわ
に巡 って設置 され、県 内の前期後葉 の竪穴住居 の平面形態 に類似す る。

また、 S101に は土坑 と張 り出 しが付属す る。土坑 は貯蔵穴 とす ると、柱穴 に囲 まれ

た内に設置 されてお り、前期後葉 の設置位置 とは様相が違 う。張 り出 しは前期 中葉 か ら後

葉 の円形 と長 円形 の竪穴住居跡 には付属す るが、 その場合 は ピッ トが伴 うことが多 い。 S

101で は ピッ トは伴 わない。
平面形態 は前期竪穴住居の特徴 を持つが、土坑 や張 り出 しの状況 に違 いがみ られ、前期

竪穴住居 に新 たな タイプが存在す ることがわか った。
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第34図 県内縄文時代竪穴住居 (中期前葉)S=1:120 匡コ 主柱穴 匝コ 地床炉
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40・ 41・ 43～ 45・ 51 東黒牧上野追跡 (大山町 )
42 杉谷遺跡 (富山市 )
46～ 48・ 50 野沢孤幅遺麟 (立山町 )
49 水上谷遺跡 (小杉町 )

東黒牧上野3号住居

野沢孤幅345号住居

磯
鶏
姶

野沢孤幅70号住居
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東黒牧上野1号住居

第35図 県内縄文時代竪穴住居 (中期中葉)S=1:120 匠コ 主柱穴 匠コ 石組炉。地床炉
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小滝谷1号住居

52.開 ヶ丘中山皿遺跡 (富山市 )
53 浦山寺蔵遺跡 (宇奈月町)
54 境 A遺跡 (朝 日町)
55～ 58,60～ 62・ 65 東黒牧上野遺跡 (大山町)
59 花切遺跡 (大山町)
63 野沢狐幅遺跡 (立山町 )
64 小滝谷遺跡 (婦中町 )
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第36図 県内縄文時代竪穴住居 (中期中葉)S=1:120 匝コ 主柱穴 匡コ 石組炉
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66 北代遺跡 (密山市)
67 西原A遺跡(城端町 )
68～72.直坂遺跡 (大沢野町)
73 下山新遺跡 (朝 日町)
74 布尻遺跡 (大沢野町)

直坂4号住居
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第37図 県内縄文時代竪穴住居 (中期後葉)S=1:120 匠コ 主柱穴 匝コ 石組炉
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遺跡周辺航空写真 平成12年撮影 (上が北)
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遺跡周辺航空写真 昭和21年撮影 (上が北)
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図
版
３

遺跡遠景 (上が南西、奥に見える丘陵は射水丘陵の東部 )
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試堀確認調査 遺構検出状況 試堀確認調査 遺物出土状況

SK01(焼 壁土坑)全景 (北西より)

SK02(焼 壁土坑)全景 (西より)

SK01上 層堆積状況 (西より)

SK02上 層堆積状況 (南西より)

SK04土 層堆積状況 (北東より)SK04(焼 壁土坑)全景 (南西より)
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SK05(左 )、 06(右X焼壁土坑)全景 (北東より) SK05(焼 壁土坑)土層堆積状況 (南東より)

SK07(焼 壁土坑)全景 (西より) SK07(焼 壁土坑)土層堆積状況 (南東より)

SK08(焼 壁土坑)全景 (北東より) SK03(焼 壁土坑)土層堆積状況 (南東より)
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基本堆積土層 1(東壁 西より) 基本堆積土層 2(東壁 西より)

S101調 査状況 (東より) S001遺 物出土状況 (東より)

S001出 土遺物近景 (南より) S101出 土遺物近景 (南東より)

S101内 土坑全景 (南より)S101完 堀状況 (南東より)
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SK27土 層堆積状況 (南東よ u) SK27遺 物出土状況 (西より)
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SK14(焼 壁土坑)全景 (西より)
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SK25全 景 (南より)

井 !
・ ― |

IHⅢ,
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SK29全 景 (東より)SK29堀 土層堆積状況 (東より)
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